
近
世
真
宗
僧
侶
の
集
書
と
学
問

備
後
国
沼
隈
郡
大
東
坊
を
素
材
と
し
て

引
野
　
亨
輔

は
じ
め
に

　
商
業
出
版
が
日
本
社
会
に
初
登
場
し
た
江
戸
時
代
（
に
お
い
て
、

人
々
は
ど
の
よ
う
に
書
物
と
接
し
、
そ
こ
か
ら
何
を
学
ん
だ
の
か
。

昨
今
近
世
史
研
究
者
達
の
問
で
、
上
記
の
よ
う
な
問
い
か
け
が
盛
ん

に
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
横
田
冬
彦
「
近
世
民
衆
社
会
に
お
け
る
知
的
読
書
の
成

立
一
」
で
は
、
畿
内
を
中
心
と
す
る
近
世
前
期
庄
屋
層
の
蔵
書
所
持

状
況
が
分
析
さ
れ
、
以
下
の
よ
う
な
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
。
こ
れ

ま
で
の
幕
藩
制
社
会
論
で
は
、
近
世
民
衆
の
知
的
水
準
に
限
界
性
を

見
出
す
傾
向
が
強
く
、
庄
屋
層
が
行
っ
た
読
書
も
、
近
世
前
期
段
階

で
は
せ
い
ぜ
い
貸
本
屋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
書
物
の
受
動
的
な
購
入

が
精
一
杯
と
評
価
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
横
田
氏
の
分
析
に
よ
る

と
、
彼
ら
は
入
手
し
た
，
い
書
物
を
事
前
調
査
し
、
貸
本
屋
に
予
約
注

文
し
た
上
で
、
主
体
的
に
集
書
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
こ
う
し

て
収
集
さ
れ
た
蔵
書
群
の
中
に
は
、
貝
原
益
軒
『
養
生
訓
』
の
よ
う

な
比
較
的
読
み
や
す
い
書
物
と
、
難
解
な
中
国
医
書
の
原
典
と
が
併

存
す
る
場
合
も
あ
り
、
入
門
書
か
ら
よ
り
高
次
な
漢
籍
へ
と
進
む
彼

ら
庄
屋
層
の
「
知
的
読
書
」
の
足
跡
が
窺
わ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な

実
証
例
を
積
み
重
ね
た
上
で
、
横
田
氏
は
、
幕
落
胆
社
会
そ
の
も
の

が
広
範
な
民
衆
層
の
知
的
能
力
を
前
提
に
成
り
立
っ
て
い
た
と
問
題

提
起
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
若
尾
政
希
『
「
太
平
記
読
み
」
の
時
代
（
』
で
は
、
江
戸
時

代
の
諸
階
層
に
幅
広
く
読
ま
れ
た
書
物
と
し
て
『
太
平
記
評
判
秘
伝

理
尽
紗
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
『
理
尽
砂
』
は
『
太
平
記
』
．
講
釈

レ
　



の
ネ
タ
本
で
あ
る
が
、
楠
正
成
を
理
想
的
な
政
治
指
導
者
と
し
て
描

き
出
し
、
ま
た
領
主
　
百
姓
・
君
主
一
家
語
間
の
関
係
性
を
相
互
契

約
的
な
も
の
と
捉
え
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
若
尾
氏
は
、
こ
の
『
理

尽
紗
』
が
近
世
前
期
の
諸
大
名
・
国
家
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
か
ら
上
層
農

民
ま
で
多
種
多
様
な
階
層
に
読
ま
れ
て
い
る
事
実
を
確
認
し
た
上

で
、
彼
ら
近
世
人
が
同
書
に
よ
っ
て
一
つ
の
「
政
治
常
識
」
を
共
有

す
る
に
至
り
、
そ
れ
を
規
範
と
し
て
行
動
し
て
い
た
と
結
論
す
る
。

　
か
つ
て
出
版
文
化
史
と
い
え
ば
、
そ
の
生
産
や
流
通
の
側
面
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、
近
世
社
会
と
書
物
の
浅
か
ら
ぬ
関
係
を
論
じ
る
手

法
が
主
流
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
横
田
・
若
尾
両
氏
の
登
場
に
よ
り
、

読
書
を
契
機
と
し
た
個
々
人
の
思
想
形
成
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
い

く
、
新
た
な
書
物
史
研
究
の
ス
タ
イ
ル
が
確
立
し
た
と
い
え
る
（
。

　
も
っ
と
も
、
若
尾
政
希
「
「
書
物
の
思
想
史
」
研
究
序
説
（
」
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
諸
大
名
か
ら
庶
民
層
ま
で
近
世
人
の
主
体
形
成
は

千
差
万
別
な
筈
で
あ
り
、
彼
ら
近
世
人
と
書
物
と
の
関
わ
り
を
安
易

に
一
般
化
し
て
し
ま
う
の
は
危
険
で
あ
る
。
広
範
な
書
物
購
読
層
に

よ
っ
て
成
り
立
つ
幕
藩
制
社
会
の
特
質
を
、
一
つ
の
大
き
な
結
論
へ

と
落
ち
着
か
せ
る
前
に
、
今
は
地
道
に
全
国
各
地
に
お
け
る
蔵
書
形

成
の
具
体
例
を
拾
い
上
げ
、
そ
れ
ら
の
成
果
を
蓄
積
・
分
類
し
て
い

く
時
期
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
　
一
つ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー

と
し
て
備
後
国
沼
隈
郡
藁
江
村
の
真
宗
寺
院
大
東
坊
が
行
っ
た
集
書

活
動
を
取
り
上
げ
、
そ
の
意
義
を
考
察
し
て
み
た
い
。

　
な
お
今
回
筆
者
が
扱
う
の
は
、
日
々
の
生
活
と
知
識
習
得
が
密
接

不
可
分
な
村
落
農
民
の
蔵
書
で
は
な
く
、
ま
た
岡
村
敬
二
『
江
戸
の

蔵
書
家
た
ち
一
』
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
よ
う
な
都
市
文
人
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
も
な
く
、
宗
教
施
設
に
集
積
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

条
件
に
関
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
若
干
の
留
意
点
を
述
べ
て
お
こ
う
。

筆
者
は
「
真
宗
談
義
本
の
近
世
的
展
開
（
」
と
い
う
小
論
の
中
で
、

近
世
中
期
に
民
間
書
林
か
ら
盛
ん
に
出
版
さ
れ
る
真
宗
の
談
義
本
に

つ
い
て
分
析
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
成
果
に
従
う
な
ら
、
教
団
や

学
僧
に
と
っ
て
真
宗
関
連
の
書
物
が
出
版
さ
れ
る
こ
と
は
、
全
面
的

に
歓
迎
で
き
る
事
態
で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
庶
民
教
化
を

主
目
的
と
し
た
卑
俗
な
談
義
本
の
場
合
、
神
祇
信
仰
や
現
世
利
益
の

賛
美
な
ど
正
統
教
義
に
抵
触
す
る
叙
述
が
散
見
さ
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
講
釈
の
ネ
タ
本
と
し
て
談
義
僧
の
み
が
目
を
通
す
中
世
段
階
な

ら
、
そ
れ
で
も
ま
だ
問
題
は
少
な
か
っ
た
の
だ
が
、
民
間
書
林
に
よ

っ
て
粗
悪
な
談
義
本
が
大
量
出
版
さ
れ
る
近
世
段
階
に
な
る
と
、
教

団
や
学
僧
の
危
機
感
は
急
速
に
高
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
宝
暦
年
間
（
一

七
五
一
～
六
四
）
に
は
当
時
一
級
の
真
宗
学
僧
達
が
相
次
い
で
聖
教

目
録
を
作
成
し
、
そ
の
中
で
多
く
の
談
義
本
を
読
む
に
足
り
な
い
偽

陸
｝



書
と
断
罪
し
て
い
っ
た
。

　
書
物
の
出
版
と
は
、
あ
る
知
識
が
今
ま
で
に
な
く
普
及
・
浸
透
し

て
い
く
画
期
で
あ
る
。
し
か
し
、
正
統
教
義
を
独
占
し
て
お
き
た
い

宗
教
教
団
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
出
版
活
動
と
は
そ
の
土
台
を
崩
壊
さ

せ
か
ね
な
い
緊
迫
し
た
出
来
事
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
今
回
扱
う

大
東
坊
の
蔵
書
に
関
し
て
も
（
※
結
論
を
先
取
り
す
る
と
、
大
東
坊

に
は
数
千
冊
に
及
ぶ
膨
大
な
蔵
書
が
存
在
す
る
）
、
歴
代
住
職
が
必

ず
し
も
そ
れ
ら
の
書
物
知
に
肯
定
的
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
を
念
頭

に
置
き
つ
つ
、
分
析
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

1
備
後
国
沼
隈
郡
藁
江
村
大
東
坊
と
学
僧
大
慶

　
さ
て
本
節
で
は
、
備
後
国
福
山
藩
領
の
真
宗
寺
院
大
東
坊
が
、
近

世
の
村
落
社
会
に
お
い
て
い
か
な
る
位
置
に
あ
っ
た
の
か
、
ひ
と
ま

ず
基
礎
知
識
の
把
握
を
行
っ
て
お
き
た
い
。

　
「
備
前
法
華
に
安
芸
門
徒
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
現
在
の
広
島

県
は
全
国
で
も
有
数
の
真
宗
優
勢
地
帯
で
あ
る
（
。
た
だ
し
、
「
安
芸

門
徒
」
の
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
七
〇
～
九
〇
％
と
い
う
高

い
真
宗
寺
院
率
を
示
す
の
は
、
同
県
域
で
も
旧
安
芸
国
（
県
西
部
）
で

あ
る
。
旧
備
後
国
（
県
東
部
）
に
入
る
と
、
真
宗
寺
院
率
は
如
実
に
低

下
し
、
沼
隈
・
芦
田
・
品
治
・
安
那
・
深
津
と
い
っ
た
旧
福
山
藩
領

の
各
郡
で
も
、
そ
の
数
値
は
三
〇
～
五
〇
％
に
留
ま
る
。
（
も
っ
と

も
、
数
あ
る
仏
教
諸
宗
中
で
の
真
宗
寺
院
率
だ
か
ら
、
三
〇
％
代
で

も
そ
の
勢
力
は
十
分
強
い
。
）
と
こ
ろ
が
、
真
宗
の
進
出
と
い
う
観

点
か
ら
み
る
と
、
本
当
の
「
先
進
地
帯
」
は
安
芸
国
で
は
な
く
備
後

国
の
方
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
同
国
沼
隈
郡
山
南
村
の
光
照
寺
は
、
恐

ら
く
中
国
地
方
で
も
最
初
期
の
真
宗
寺
院
だ
か
ら
で
あ
る
（
。

　
強
姦
の
記
述
を
信
用
す
る
な
ら
、
光
照
寺
は
建
保
四
年
（
一
二
一

六
）
に
親
鷺
直
弟
子
の
「
明
光
」
が
創
建
し
た
、
鎌
倉
最
宝
寺
の
末

寺
で
あ
る
と
い
う
。
北
陸
・
関
東
地
方
と
異
な
り
、
中
国
地
方
は
開

祖
親
鶯
が
直
接
的
な
教
化
の
足
跡
を
残
さ
な
か
っ
た
場
所
だ
か
ら
、

本
当
に
直
弟
子
の
開
基
な
ら
、
光
照
寺
の
由
緒
は
群
を
抜
い
て
古
い
。

し
か
し
、
最
宝
寺
を
開
基
し
た
こ
と
で
有
名
な
明
光
は
、
親
鷺
直
弟

子
世
代
で
は
な
く
、
覚
如
・
存
覚
と
関
わ
り
の
深
い
人
物
だ
か
ら
、

光
照
寺
の
成
立
を
寺
伝
通
り
に
信
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た

明
光
自
身
の
備
後
来
訪
も
、
史
実
と
し
て
は
疑
わ
し
い
よ
う
で
、
実

際
に
は
そ
の
ま
た
弟
子
の
追
尊
に
よ
る
室
町
時
代
前
期
の
創
建
と
す

る
の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
光
照
寺
が
中
国
地
方
に

お
い
て
筆
頭
に
位
置
す
る
初
期
真
宗
寺
院
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。

膨
一



　
光
照
寺
は
未
だ
真
宗
不
毛
の
地
で
あ
る
室
町
時
代
の
備
後
国
に
拠

点
を
構
え
た
訳
だ
か
ら
、
教
線
拡
大
の
過
程
で
愛
弟
子
達
に
よ
っ
て

続
々
と
新
寺
が
建
立
さ
れ
、
同
寺
の
傘
下
に
入
っ
た
と
い
う
由
緒
は

豊
富
に
残
っ
て
い
る
。
「
与
力
六
人
方
」
や
「
随
身
六
坊
」
な
ど
の

末
寺
が
そ
の
代
表
格
で
あ
る
。
与
力
六
人
方
と
は
、
明
光
に
畿
内
で

感
化
さ
れ
た
僧
侶
達
が
、
師
と
と
も
に
備
後
国
ま
で
赴
き
、
そ
れ
ぞ

れ
に
開
基
し
た
と
さ
れ
る
六
ヶ
寺
で
あ
る
。
ま
た
、
随
身
六
坊
と
は
、

明
光
が
西
国
教
化
の
旅
に
出
る
時
、
護
衛
の
た
め
に
付
き
従
っ
た
六

人
の
武
士
の
こ
と
で
、
彼
ら
も
や
は
り
備
後
国
で
出
家
し
、
そ
れ
ぞ

れ
に
寺
院
を
開
基
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
明
光
直
弟
子
開
基
の
由
緒

は
史
実
で
な
い
に
し
て
も
、
与
力
六
人
方
や
随
身
六
坊
が
光
照
寺
と

と
も
に
中
国
地
方
へ
の
真
宗
普
及
に
尽
力
し
た
初
期
寺
院
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
今
回
取
り
上
げ
る
沼
隈
郡
藁
江
村
大

東
坊
は
、
こ
の
随
身
六
坊
の
一
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
近
世
以
前
か
ら
輝
か
し
い
由
緒
を
誇
っ
て
い
た
大

東
坊
は
、
檀
家
制
が
整
っ
た
近
世
に
も
堅
実
に
そ
の
支
持
者
を
維
持

し
続
け
た
よ
う
で
あ
る
。
同
坊
の
寺
伝
に
よ
る
と
、
天
保
十
二
年
（
一

八
四
一
）
か
ら
始
ま
っ
た
本
堂
再
建
で
は
、
延
べ
二
三
四
一
人
の
手

伝
い
人
足
が
「
門
徒
中
」
か
ら
動
員
さ
れ
お
り
、
そ
の
動
員
範
囲
も

藁
江
村
を
中
心
と
し
て
金
平
村
・
柳
津
村
・
神
村
・
津
市
郷
村
・
山

手
村
・
有
地
村
と
周
辺
村
落
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
（
。
ま
た
、
近

世
当
時
の
檀
家
数
は
正
確
に
把
握
し
得
な
い
も
の
の
、
明
治
五
年
（
一

八
七
二
）
に
作
成
さ
れ
た
寺
院
明
細
で
は
、
そ
の
数
三
〇
八
軒
と
な

っ
て
い
る
（
。
安
定
的
な
寺
院
経
営
に
必
要
な
檀
家
数
を
一
〇
〇
～

一
五
〇
軒
と
す
る
圭
室
文
雄
氏
の
指
摘
（
を
踏
ま
え
て
も
、
大
東
坊

の
経
済
的
な
安
定
性
は
揺
る
ぎ
な
い
も
の
だ
っ
た
。
併
せ
て
同
坊
に

は
中
世
以
来
の
誇
る
べ
き
由
緒
も
あ
り
、
周
辺
村
落
か
ら
高
い
社
会

的
地
位
を
認
め
ら
れ
る
有
力
寺
院
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
さ
て
、
地
方
有
力
寺
院
と
し
て
．
備
後
砂
沼
隈
郡
に
確
固
た
る
地
歩

を
占
め
て
い
た
大
東
坊
で
あ
る
が
、
そ
の
条
件
の
み
で
数
千
冊
の
蔵

書
を
集
積
す
る
に
至
っ
た
訳
で
は
な
い
。
大
東
坊
蔵
書
の
成
立
を
考

え
る
上
で
、
ど
う
し
て
も
無
視
で
き
な
い
存
在
が
学
僧
大
慶
（
一
七

三
七
～
一
八
一
八
）
で
あ
る
。
以
下
、
彼
の
生
涯
を
振
り
返
り
つ
つ
、

蔵
書
形
成
の
過
程
を
抽
出
し
て
み
た
い
一
。

　
大
慶
は
、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
に
大
東
坊
の
十
八
代
住
職
栄
応

の
六
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
し
か
し
、
大
慶
幼
少
期
に
長
男
栄
寛
が

十
九
代
住
職
と
な
り
、
跡
目
を
継
ぐ
責
務
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ

う
か
、
彼
は
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
に
二
〇
歳
の
若
さ
で
大
和
へ
赴

き
、
同
国
木
原
村
大
行
寺
に
居
を
定
め
て
、
学
問
研
鐙
に
励
ん
だ
。
．

備
後
国
に
生
ま
れ
た
彼
が
、
大
和
国
の
大
行
寺
に
ど
の
よ
う
な
っ
て

脂
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が
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
次
期
住
職
と
な
る
こ
と
を

期
待
さ
れ
て
の
招
講
と
い
う
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
住
み
込
み
の
修
行
僧

と
捉
え
て
お
い
た
方
が
妥
当
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
修
学
の
足
場
を
整

え
た
大
慶
は
、
先
ず
近
隣
の
高
名
な
儒
者
高
芙
蓉
に
入
門
し
、
基
礎

的
な
典
籍
読
解
力
を
磨
い
た
。
彼
は
、
多
彩
な
知
識
欲
を
有
し
て
い

た
ら
し
く
、
こ
の
間
に
も
大
和
国
飛
鳥
神
社
を
訪
ね
、
同
社
の
神
職

大
神
靱
負
が
行
う
神
道
講
談
を
数
度
に
わ
た
っ
て
熱
心
に
聴
聞
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
二
五
歳
の
頃
よ
り
夏
安
居
に
合
わ
せ
て
上
京
し
、

西
本
願
寺
学
林
で
著
名
な
学
僧
の
講
釈
を
聞
く
よ
う
に
な
る
。
以
後
、

大
慶
の
真
宗
教
学
修
行
は
本
格
化
し
、
二
八
歳
の
年
に
は
大
行
寺
で

自
ら
仏
典
講
釈
を
行
え
る
ま
で
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
彼
の
多
彩
な

知
識
欲
は
留
ま
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
三
〇
代
に
も
摂
津
国
の
大
念
仏

寺
（
融
通
念
仏
宗
）
で
倶
舎
論
の
講
釈
を
聞
い
た
り
、
大
和
国
の
長
谷

寺
（
真
言
宗
）
で
唯
識
論
・
尊
信
論
な
ど
の
講
釈
を
聞
い
た
り
と
、
幅

広
い
修
学
に
余
念
が
な
か
っ
た
。

　
四
〇
代
の
始
め
、
大
慶
の
人
生
に
一
つ
の
転
機
が
訪
れ
る
。
二
〇

代
か
ら
修
学
に
い
そ
し
ん
だ
大
行
寺
を
離
れ
、
大
和
国
剛
毛
村
大
乗

寺
に
転
住
し
た
の
で
あ
る
。
大
行
寺
に
お
け
る
最
終
的
な
彼
の
肩
書

き
が
何
で
あ
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
大
乗
寺
へ
の
転
住
は
明
ら

か
に
住
職
就
任
を
目
的
と
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
一
寺
の
住
職
を
任

さ
れ
た
大
慶
は
、
同
時
期
か
ら
西
本
願
寺
学
林
に
請
わ
れ
て
真
宗
教

義
の
講
釈
を
行
う
ま
で
に
な
り
、
い
よ
い
よ
学
僧
と
し
て
の
知
名
度

を
高
め
て
い
っ
た
。

　
大
慶
に
と
っ
て
人
生
第
二
の
転
機
は
、
六
一
歳
の
時
で
あ
る
。
老

齢
に
至
り
、
望
郷
の
念
が
強
ま
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
彼
は
大
乗

寺
を
離
れ
、
約
四
〇
年
振
り
に
備
後
国
大
東
坊
へ
帰
住
し
た
。
時
に

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
稿
に
と
っ
て

最
も
重
要
な
点
だ
が
、
彼
は
帰
郷
に
当
た
り
、
朱
点
を
加
え
誤
字
を

訂
正
す
る
な
ど
読
み
慣
ら
し
た
「
内
外
藤
蔓
自
他
経
釈
一
千
三
百
余

部
」
を
大
東
坊
に
持
ち
帰
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
（
も
っ
と
も
、

大
乗
寺
の
蔵
書
を
根
こ
そ
ぎ
持
ち
帰
っ
た
訳
で
は
な
く
、
同
寺
に
も

」
千
余
部
」
を
残
し
た
と
い
う
。
）
こ
う
し
て
懐
か
し
い
生
地
に

戻
っ
た
大
慶
は
、
「
門
脇
の
茅
屋
」
を
寓
居
と
し
、
余
生
を
楽
し
ん

だ
。
彼
が
同
地
で
没
し
た
の
は
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
、
八
二
歳
の

こ
と
で
あ
る
。

　
さ
て
、
現
存
す
る
大
東
坊
の
蔵
書
を
み
る
と
、
そ
こ
に
は
倶
舎
論

・
唯
識
論
・
起
信
論
に
関
す
る
も
の
が
豊
富
に
あ
り
、
ま
た
神
道
書

も
真
宗
寺
院
に
は
意
外
な
ほ
ど
多
い
。
つ
ま
り
、
同
坊
の
蔵
書
は
、

上
記
の
よ
う
な
大
慶
の
修
学
過
程
を
如
実
に
反
映
し
つ
つ
存
在
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
大
慶
が
大
乗
寺
か
ら
二
千
三
百
余
部
」
の
書

ト
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物
を
持
ち
帰
っ
た
と
い
う
の
は
明
ら
か
な
レ
ト
リ
ッ
ク
だ
ろ
う
が
、

大
東
坊
の
蔵
書
形
成
に
と
っ
て
彼
が
一
大
画
期
と
な
っ
た
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
経
済
的
に
余
裕
の
あ
る
地
方
有
力
寺
院
と

い
う
条
件
だ
け
で
徐
々
に
蔵
書
が
集
積
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
一
学

僧
の
輩
出
や
京
都
・
大
坂
と
の
頻
繁
な
交
流
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

書
物
の
数
量
は
一
時
期
に
急
増
す
る
訳
で
あ
る
。
他
の
蔵
書
群
を
分

析
す
る
際
に
も
、
こ
う
し
た
集
中
的
契
機
に
は
注
意
が
必
要
だ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
現
存
す
る
蔵
書
中
で
実
際
に
大
慶
に
よ
る
集
書
の
割
合

が
ど
れ
ほ
ど
か
は
未
検
討
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
節
以
降

で
丹
念
な
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。

　
な
お
、
大
東
坊
の
蔵
書
形
成
に
当
た
っ
て
、
大
慶
以
外
に
も
大
き

な
影
響
力
を
持
っ
た
僧
侶
が
数
人
存
在
す
る
の
で
、
以
下
簡
単
に
触

れ
て
お
こ
う
。

　
先
ず
二
〇
代
住
職
の
栄
了
。
彼
は
大
慶
が
寛
政
九
年
に
帰
郷
し
た

時
、
ち
ょ
う
ど
住
職
を
勤
め
て
い
た
人
物
だ
が
、
絵
伝
に
強
い
関
心

を
抱
き
、
前
代
住
職
が
本
山
か
ら
免
許
さ
れ
た
親
鷺
絵
伝
や
、
自
ら

入
手
し
た
聖
徳
太
子
絵
伝
を
活
用
し
て
、
盛
ん
に
絵
解
き
法
話
を
実

践
し
た
。
自
作
の
絵
解
き
ネ
タ
本
も
書
き
残
し
て
お
り
、
こ
の
分
野

で
の
蔵
書
形
成
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
次
に
二
一
代
住
職
の
栄
学
。
彼
は
大
東
坊
で
初
め
て
寺
子
屋
を
開

き
、
近
隣
村
落
の
幼
児
を
常
時
二
〇
〇
人
ほ
ど
抱
え
て
、
手
習
い
を

施
し
た
。
彼
の
代
に
は
、
往
来
物
や
仮
名
教
訓
書
と
い
っ
た
寺
子
屋

テ
キ
ス
ト
が
充
実
し
て
い
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
分
野
で
の
蔵
書
形
成

に
寄
与
し
た
。

H大
東
坊
蔵
書
の
分
類

①
蔵
書
印
に
注
目
し
て

　
さ
て
、
大
東
坊
が
所
有
す
る
蔵
書
は
、
現
在
「
麟
閣
」
と
い
う
経

蔵
に
全
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。
所
蔵
数
は
、
明
治
以
降
の
洋
装
本
を

除
外
し
て
も
、
　
↓
二
三
六
部
（
二
八
三
〇
冊
）
と
い
う
膨
大
な
も
の
で

あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
経
蔵
は
、
栄
了
が
住
職
を
勤
め
る
文
政
六
年

（
一

ｪ
二
三
）
、
つ
ま
り
大
慶
没
後
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

残
念
な
が
ら
現
在
の
保
管
状
況
が
大
慶
当
時
の
ま
ま
と
は
考
え
が
た

く
、
数
度
の
整
理
を
経
て
今
に
至
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
近
世
期
の
蔵
書
を
分
析
す
る
に
当
た
っ
て
、
大
変
有
効

な
の
は
当
時
作
成
さ
れ
た
蔵
書
目
録
を
活
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

も
そ
も
、
こ
れ
ま
で
の
蔵
書
研
究
も
、
既
に
一
部
（
も
し
く
は
全
部
）

散
逸
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
、
蔵
書
目
録
か
ら
復
元
し
て
い
く
も
の

研
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が
多
い
。
し
か
し
、
大
東
坊
に
は
惜
し
い
こ
と
に
当
時
作
成
さ
れ
た

蔵
書
目
録
が
現
存
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
分
類
の
際
に
重
要
な
基

準
と
な
る
の
が
、
蔵
書
印
で
あ
る
。

　
大
東
坊
の
蔵
書
中
に
は
、
「
大
東
坊
蔵
本
」
と
い
う
丸
い
蔵
書
印
、

も
し
く
は
「
備
後
藁
江
大
東
坊
蔵
」
と
い
う
四
角
い
蔵
書
印
を
施
し

た
も
の
が
あ
る
。
割
合
は
、
丸
印
六
一
八
部
、
四
角
印
一
三
四
部
、

無
印
四
八
四
部
で
あ
る
。
（
な
お
、
板
本
・
写
本
の
割
合
は
図
一
参

照
）
丸
印
・
四
角
印
と
い
う
蔵
書
印
の
別
は
、
恐
ら
く
蔵
書
形
成
時

期
に
対
応
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
両
蔵
書
群
の
集
書
期
間
を

探
っ
て
み
た
い
の
だ
が
、
板
本
の
刊
記
か
ら
購
入
年
月
を
推
測
す
る

に
は
無
理
が
あ
る
た
め
、
写
本
に
書
き
込
ま
れ
た
筆
写
年
月
を
頼
り

に
推
測
し
て
み
る
。
そ
う
す
る
と
、
丸
印
本
の
筆
写
年
は
最
も
遡
っ

て
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
が
下
限
で
あ
り
、
上
限
は
文
化
十
年
（
一

八
一
三
）
と
な
る
（
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
大
慶
に
と
っ
て
兄
に
当
た

る
栄
十
三
男
の
龍
海
が
筆
写
し
た
も
の
な
ど
幾
つ
か
の
例
外
は
あ
る

も
の
の
、
「
大
東
坊
大
慶
」
も
し
く
は
「
木
原
村
大
慶
」
「
戸
毛
大
乗

寺
大
慶
」
と
署
名
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
そ
し
て
、
筆
写
の
時
期
は

大
慶
生
没
年
の
間
に
ぴ
っ
た
り
収
ま
る
の
で
あ
る
。
他
方
、
四
角
印

本
の
方
は
、
下
限
が
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
で
、
上
限
が
文
久
元
年

（
一

ｪ
六
一
）
と
な
る
。
こ
ち
ら
は
い
う
ま
で
も
な
く
大
慶
死
没
後
の

ト
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筆
写
に
限
ら
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
大
東
坊
の
蔵
書
は
、
大
慶
が
帰

郷
時
に
持
ち
帰
っ
た
コ
千
三
百
余
部
」
を
中
心
と
す
る
丸
印
本
と
、

彼
の
没
後
に
集
書
さ
れ
た
四
角
印
本
の
二
種
類
に
大
別
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
数
量
的
に
大
慶
集
書
の
丸
印
本
が
そ
れ
以
後
の
四
角
印
本

を
圧
倒
す
る
の
は
、
や
は
り
彼
が
京
都
・
大
坂
の
有
力
書
騨
と
地
理

的
に
近
い
大
和
国
で
長
く
過
ご
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
丸
印
本
に
板

本
の
割
合
が
多
い
の
も
、
恐
ら
く
同
様
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
い
ず
れ
に
も
含
ま
れ
な
い
無
印
本
に
は
、
い
か
な
る

位
置
付
け
が
可
能
か
。
無
印
本
は
ど
う
や
ら
様
々
な
要
素
を
混
在
さ

せ
て
お
り
、
丸
印
本
や
四
角
印
本
の
よ
う
に
一
括
し
て
特
徴
を
論
じ

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
面
一
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
無
印

本
で
は
写
本
の
割
合
が
丸
印
本
・
四
角
印
本
よ
り
も
格
段
に
高
く
な

る
。
そ
う
し
た
写
本
に
は
、
法
話
の
聴
闘
記
録
や
、
修
学
時
の
経
典

書
き
取
り
な
ど
、
雑
然
と
筆
写
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
つ
ま
り
こ
れ

ら
は
、
大
事
に
保
管
す
べ
き
「
蔵
書
」
の
範
疇
に
入
れ
ら
れ
な
か
っ

た
清
書
以
前
の
写
本
な
の
で
あ
り
（
、
そ
の
た
め
蔵
書
印
を
施
さ
れ

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
の
理
由
を
推
測
し
得
る
も
の
と
し

て
は
、
絵
解
き
法
話
の
ネ
タ
本
が
あ
る
。
既
述
の
通
り
、
大
東
坊
二

〇
代
住
職
の
栄
了
は
、
絵
解
き
に
強
い
関
心
を
持
ち
、
自
ら
も
「
御

絵
伝
初
喜
平
化
録
」
や
「
太
子
伝
談
録
」
と
い
っ
た
台
本
風
の
冊
子

を
作
成
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
形
状
で
み
れ
ば
立
派
に
清
書
さ
れ

て
い
る
そ
れ
ら
の
ネ
タ
本
に
も
、
や
は
り
蔵
書
印
は
施
さ
れ
な
い
。

正
規
の
教
学
書
と
は
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

　
他
方
、
蔵
書
印
が
施
さ
れ
な
い
板
本
に
つ
い
て
も
、
そ
の
理
由
を

一
概
に
推
測
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
大
慶
以
前
か
ら
存
在

し
た
板
本
に
、
遡
っ
て
蔵
書
印
を
施
し
た
形
跡
が
な
い
点
は
は
っ
き

り
し
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
大
東
坊
は
古
い
伝
統
を
有
す
る
真

宗
寺
院
で
あ
る
か
ら
、
大
慶
が
大
量
の
書
物
を
持
っ
て
帰
郷
す
る
ま

で
に
、
一
切
蔵
書
を
所
持
し
て
い
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。
例
え
ば
、

現
存
書
の
中
に
は
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～
四
四
）
の
刊
記
を
有
す
る

浄
土
系
仏
教
の
基
本
経
典
（
観
経
・
安
楽
集
・
往
生
要
集
な
ど
）
が
散

見
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
板
本
に
は
十
五
代
住
職
栄
教
や
十
六
代
住
職

栄
耀
と
い
っ
た
近
世
初
期
の
住
職
が
署
名
し
て
お
り
、
大
慶
以
前
か

ら
大
東
坊
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な

大
慶
以
前
の
蔵
書
に
は
、
い
ず
れ
も
印
が
施
さ
れ
て
い
な
い
。
も
つ
、

と
も
、
一
七
三
部
に
及
ぶ
無
印
の
板
本
が
全
て
大
慶
以
前
か
ら
所
蔵

さ
れ
て
い
た
も
の
と
は
考
え
が
た
く
、
今
後
更
に
考
察
を
深
め
て
い

く
必
要
は
あ
る
。

　
以
上
、
蔵
書
印
に
注
目
し
て
大
東
坊
蔵
書
を
概
観
し
て
み
た
が
、

判
明
し
た
の
は
次
の
よ
う
な
事
実
で
あ
る
。
大
東
坊
が
大
量
の
蔵
書

翫
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を
保
有
す
る
に
至
っ
た
最
大
の
要
因
は
、
学
僧
大
慶
の
輩
出
で
あ
る
。

同
齢
の
六
男
と
し
て
生
ま
れ
た
大
慶
は
、
若
年
で
大
和
国
へ
修
学
に

旅
立
ち
、
長
く
学
問
研
鑛
の
年
月
を
送
っ
た
後
、
膨
大
な
書
物
を
持

っ
て
帰
郷
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
和
遊
学
期
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中

核
と
し
、
帰
郷
後
の
集
書
も
合
わ
せ
た
も
の
が
、
現
在
大
東
坊
に
残

さ
れ
る
丸
印
付
き
の
蔵
書
群
で
あ
る
。
京
都
・
大
坂
と
近
距
離
に
あ

っ
た
大
慶
は
、
有
力
書
騨
か
ら
比
較
的
容
易
に
板
本
を
購
入
し
、
本

山
学
林
で
著
名
な
僧
侶
の
法
話
を
聞
く
た
び
に
聴
聞
記
録
を
作
成

し
、
最
終
的
に
そ
の
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
生
地
で
あ
る
備
後
国

沼
隈
郡
に
も
た
ら
し
た
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
大
慶
帰
郷
と
い

う
一
大
画
期
以
前
に
（
大
東
坊
に
全
く
蔵
書
が
な
か
っ
た
訳
で
は
な

い
。
寛
永
年
間
の
刊
記
を
持
つ
浄
土
系
基
本
経
典
に
は
、
蔵
書
印
が

施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
近
世
初
期
に
購
入
さ
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

大
慶
以
後
に
つ
い
て
も
、
二
〇
代
住
職
が
絵
解
き
法
話
に
熱
中
し
た

り
、
二
一
代
住
職
が
寺
子
屋
を
開
い
た
り
と
、
様
々
な
契
機
を
経
て

大
東
坊
は
蔵
書
を
増
や
し
て
い
っ
た
。
こ
ち
ら
は
現
在
四
角
印
付
き

の
蔵
書
群
と
し
て
現
存
し
て
い
る
。
ま
た
、
法
話
の
速
記
記
録
や
経

典
書
き
取
り
な
ど
、
「
蔵
書
」
と
み
な
さ
れ
ず
蔵
書
印
が
施
さ
れ
な

い
写
本
類
も
、
無
視
で
き
な
い
数
量
で
現
存
す
る
。
そ
れ
ら
を
全
て

合
わ
せ
た
も
の
が
、
大
東
坊
蔵
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

②
蔵
書
の
ジ
ャ
ン
ル
に
注
目
し
て

　
さ
て
、
大
東
坊
の
膨
大
な
蔵
書
が
、
学
僧
大
慶
の
持
ち
帰
っ
た
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
主
軸
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
彼
の
修
学
過
程
を
如
実

に
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
。
た
だ
し
、
必
ず
し
も
そ

う
し
た
き
っ
か
け
の
み
で
同
坊
の
蔵
書
が
形
成
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
。

そ
こ
で
、
ひ
と
ま
ず
膨
大
な
書
物
群
を
幾
つ
か
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
類

し
た
上
で
よ
り
詳
細
な
考
察
へ
と
移
り
た
い
の
だ
が
、
近
世
期
の
蔵

書
を
分
類
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
な
作
業
で
は
な
い
。
現
在
図

書
館
で
採
用
さ
れ
て
い
る
日
本
十
進
分
類
法
を
用
い
る
こ
と
は
、
確

か
に
一
つ
の
方
法
だ
が
、
余
り
に
現
代
的
な
視
点
か
ら
当
時
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
分
断
す
る
危
険
性
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
意
味
で
も
一

番
有
効
な
分
類
方
法
は
、
当
時
の
蔵
書
目
録
か
ら
近
世
人
自
身
の
分

類
意
識
を
抽
出
す
る
こ
と
な
の
だ
ろ
う
が
（
、
既
述
の
通
り
大
東
坊

に
は
肝
心
の
蔵
書
目
録
が
現
存
し
な
い
。
そ
こ
で
今
回
筆
者
が
注
目

し
た
の
は
、
蔵
書
中
に
含
ま
れ
る
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
刊
行
の
『
新

板
増
補
書
籍
目
録
』
で
あ
る
。

　
江
戸
時
代
は
日
本
社
会
に
商
業
出
版
が
初
登
場
し
た
時
斯
で
あ

り
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
七
三
）
か
ら
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に

か
け
て
、
出
版
書
物
の
書
誌
情
報
を
網
羅
的
に
記
載
し
た
書
籍
目
録

が
、
次
々
と
作
成
・
販
売
さ
れ
た
〔
。
大
東
坊
蔵
書
中
の
『
新
板
増

餅
皿
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冷

補
書
籍
目
録
』
も
、
そ
う
し
た
出
版
目
録
の
一
つ
で
あ
る
。
同
書
に

は
丸
い
蔵
書
印
が
施
さ
れ
て
お
り
、
大
慶
存
命
中
に
購
入
さ
れ
た
可

能
性
が
高
い
。
も
し
か
す
る
と
、
大
慶
は
こ
の
目
録
を
頼
り
に
購
入

希
望
書
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
蔵
書
を
整
え
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
そ
こ
で
、
便
宜
上
こ
の
『
新
板
増
補
書
籍
目
録
』
の
書
物
分

類
に
従
っ
て
大
東
坊
蔵
書
の
分
類
を
試
み
て
み
た
い
。

　
上
記
の
よ
う
な
目
論
見
に
よ
っ
て
出
来
上
が
っ
た
の
が
、
図
二
で

あ
る
。
当
然
の
結
果
と
し
て
、
仏
書
数
は
一
二
三
六
部
中
で
八
五
一

部
と
圧
倒
的
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
真
宗
関
連
の
書
物
は
五
＝
二
部

と
突
出
し
て
い
る
。
大
東
坊
蔵
書
を
分
析
す
る
上
で
、
一
番
の
中
核

は
こ
れ
ら
の
書
物
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
本
格
的
な
考
察
は
次

節
で
改
め
て
行
い
た
い
。
本
節
で
は
、
真
宗
寺
院
に
蓄
え
ら
れ
た
仏

書
以
外
の
ジ
ャ
ン
ル
に
敢
え
て
注
目
し
、
大
東
坊
蔵
書
の
特
徴
を
探

っ
て
お
く
。

　
仏
書
以
外
と
い
う
こ
と
で
大
東
坊
蔵
書
の
ジ
ャ
ン
ル
に
注
目
す
る

と
、
数
量
的
に
一
番
多
い
の
は
儒
書
の
八
九
部
で
あ
る
。
も
っ
と
も

こ
の
数
値
は
別
段
特
筆
す
べ
き
も
の
で
も
な
い
。
周
知
の
通
り
、
近

世
人
は
基
礎
的
な
読
解
力
の
向
上
を
目
指
し
、
あ
る
い
は
学
問
・
教

養
の
入
り
口
と
し
て
儒
学
に
取
り
組
ん
だ
。
四
書
五
経
の
た
ぐ
い
は
、

儒
学
思
想
へ
の
高
い
関
心
と
い
う
よ
り
、
基
礎
学
力
を
身
に
付
け
さ

卜↓



せ
る
た
め
の
入
門
書
と
捉
え
て
お
く
の
が
無
難
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、

大
慶
が
筆
写
し
た
と
思
わ
れ
る
丸
印
付
き
の
『
政
談
』
写
本
を
始
め
、

荻
生
租
棟
・
服
部
南
郭
・
太
宰
春
台
ら
の
著
作
も
散
見
さ
れ
る
の

で
、
彼
の
怨
望
学
派
へ
の
関
心
は
そ
れ
な
り
に
高
い
も
の
だ
っ
た
と

い
え
る
。

　
数
量
的
に
い
え
ば
儒
書
八
九
部
に
は
劣
る
も
の
の
、
よ
り
注
目
さ

れ
る
の
が
神
書
・
有
職
の
七
五
部
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
従
来
の

イ
メ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
真
宗
僧
俗
は
神
祇
不
拝
一
阿
弥
陀
仏
心
仏

に
信
仰
を
集
中
す
る
余
り
、
他
の
仏
神
を
一
切
崇
拝
し
な
い
態
度

　
　
に
先
鋭
化
し
、
神
道
思
想
に
は
拒
否
的
な
筈
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
事
書
に
な
ど
視
線
も
向
け
な
い
真
宗
僧
俗
の
姿
は
、

あ
く
ま
で
先
行
研
究
に
よ
っ
て
築
き
上
げ
ら
れ
た
一
つ
の
イ
メ
ー
ジ

に
過
ぎ
な
い
。
筆
者
の
小
論
「
近
世
真
宗
に
お
け
る
神
道
批
判
の
論

　
　
　
　
　
　
㈹

理
」
に
よ
れ
ば
〔
、
実
．
際
の
真
宗
学
僧
は
様
々
な
神
道
批
判
書
の
中

で
、
意
外
な
ほ
ど
多
く
の
国
史
・
他
書
を
引
用
し
て
い
る
。
し
か
も
、

彼
ら
は
原
典
に
忠
実
な
引
用
を
意
識
し
、
そ
の
引
用
箇
所
に
全
面
的

に
依
拠
し
な
が
ら
自
説
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
前
稿
で
は
、
こ
う

し
た
真
宗
学
僧
の
国
史
・
神
書
大
量
引
用
を
、
文
化
文
政
年
間
（
一

八
〇
四
～
一
八
三
〇
）
の
日
本
社
会
で
急
激
に
高
ま
っ
た
考
証
主
義

の
反
映
と
捉
え
た
訳
だ
が
、
彼
ら
が
一
体
ど
こ
で
国
史
・
神
書
を
閲

覧
・
引
用
し
た
か
（
自
ら
購
入
し
た
か
、
本
山
学
林
に
あ
っ
た
か
、

他
の
著
書
か
ら
の
又
引
き
か
）
に
つ
い
て
は
不
問
の
ま
ま
だ
っ
た
。

こ
う
し
て
残
さ
れ
た
疑
問
に
つ
い
て
は
、
今
回
大
東
坊
の
蔵
書
群
に

目
を
や
る
こ
と
で
、
回
答
が
可
能
と
な
る
。
大
慶
を
含
む
当
時
の
真

宗
僧
侶
は
、
神
道
家
へ
の
対
抗
の
意
味
も
あ
っ
て
、
国
史
・
墨
書
に

強
い
関
心
を
持
ち
、
そ
れ
ら
の
書
物
を
丹
念
に
購
入
・
収
集
し
て
神

道
研
究
に
努
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
大
東
坊
蔵
書
中
の
主
要
な
神
書
を
一
覧
に
し
た
の
が
、

表
一
で
あ
る
。
日
本
書
紀
と
そ
の
解
釈
書
を
始
め
、
伊
勢
神
道
の
度

会
延
佳
、
垂
加
神
道
の
松
岡
仲
良
・
玉
木
正
英
な
ど
大
東
蓄
蔵
書
中

の
神
書
は
実
に
多
岐
に
わ
た
る
。
神
典
の
独
特
な
実
証
研
究
で
名
を

上
げ
た
多
田
義
俊
の
著
述
に
至
っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
フ
リ
ー
ク
と
呼

ん
で
良
い
ほ
ど
丹
念
な
収
集
が
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
蔵
書
印
の

項
目
を
み
る
と
、
丸
印
本
の
占
め
る
割
合
が
最
も
高
い
。
修
行
僧
時

代
に
近
隣
神
社
へ
神
道
講
談
ま
で
聴
聞
し
に
行
っ
た
大
慶
は
、
生
涯

壁
書
へ
の
高
い
関
心
を
維
持
し
続
け
た
訳
で
あ
る
。

　
次
に
注
目
し
て
み
た
い
の
は
、
庭
訓
往
来
や
熊
谷
状
・
日
本
国
尽

と
い
っ
た
往
来
物
で
あ
る
。
既
述
の
通
り
、
大
東
坊
の
二
一
代
住
職

撃
手
は
、
近
隣
村
民
の
子
息
を
集
め
、
盛
ん
に
手
習
い
を
施
し
た
。

ち
な
み
に
、
彼
が
住
職
を
継
い
だ
の
は
、
大
慶
最
晩
年
の
文
化
八
年

レ
4



（
一

ｪ
一
一
）
、
死
没
年
は
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
だ
か
ら
、
寺
子
屋

活
動
は
必
然
的
に
そ
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
事
実
を
念

頭
に
お
い
て
、
計
三
〇
部
（
※
板
本
二
五
部
・
写
本
五
部
）
に
及
ぶ
大

東
坊
蔵
書
中
の
往
来
物
を
み
る
と
、
一
二
部
に
四
角
印
が
施
さ
れ
て

お
り
、
大
慶
没
後
に
集
書
の
行
わ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
も
っ
と

も
、
す
り
切
れ
る
ま
で
使
用
さ
れ
、
所
々
に
落
書
き
も
残
る
往
来
物

印
蔵

印
丸

印
丸

糺
印

蜘
蜘
斌

印
丸

印
丸

印
鴎

印
四

蜘
批
印

批
印

札
印

印
丸

脚
蜘

札
印

札
印

印
丸

印
丸

糺
印

印
丸

蜘
札
印

蜘
印
嘩

印
丸

印
丸

蜘
印
丸

批
印

印
丸

印
丸

糺
印

酬
躰
反

本
板

躰
本
板

本
板

本
板

本
板

本
板

本
板

本
板

躰
本
板

躰
本
板

本
板

本
板

本
板

本
板

躰
本
板

駄
本
板

撚
躰
躰
駄
駄

本
板

淋
本
板

本
板

躰
本
板

淋
本
板

者
著

一
一
【
［
｝

餓
翻

一
一
一
一
一
一
一
一

佳
延
会
度

難
会
度

一

因
宗
井
白

山
羅

山
擁

良
仲
岡
松

良
仲
鋼

英
正
木
玉

英
正
木
玉

俊
義
銅

俊
義
卵

俊
義
鯛

難
鯛

鍛
細

俊
義
鍋

俊
義
組

俊
義
組

近
煕
竜

弘
棘
青
教
永
田
玉

名
書

代
紀
日

巻
代
神
刻
重

囎
雌
神

紗
髄
旛
裾

式
喜
延

舗
琵

紗
源
晶

充
槻
鵜

己
麟
薦
錨
廻

記
静
鞭
概
駐
難

議
細
切
榔

祓
臣
中

樹
断
中

義
古
祓
臣
中

翻
碗
臣
中

記
縷
糖
太
鶏
｛

劉
縢
酩
神

蒙
啓
社
神

授
伝
道
神

考
襯
糊
問
或
巻
代
神

則
学
道
神

草
灘
儲
神

籔
玉

囎
庶
臨
中

駈
灘
鵬

膳

談
愚
明
神

語
間
糠

子
嶺
南

欝
南

紙
草
菜
尊

漁
掴

抄
醐
轍
鵬

都
砒
祉
ふ

は
、
大
切
に
保
管
す
べ
き
「
蔵
書
」
と
み
な
さ
れ
な
い
こ
と
も
多
か

っ
た
ら
し
く
、
一
四
部
に
つ
い
て
は
そ
も
そ
も
蔵
書
印
が
施
さ
れ
て

い
な
い
。
た
だ
、
そ
う
し
た
無
印
本
に
も
、
「
大
東
坊
栄
学
」
の
署

名
は
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
往
来
物
の
集
書
に
栄
学
が
大
き
な
影
響

力
を
持
っ
た
事
実
自
体
は
揺
る
が
な
い
。
ま
た
、
自
ら
寺
子
屋
経
営

は
行
わ
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
栄
学
以
前
の
住
職
達
も
当
然
幼
少
期
に

　
　
　
　
　
　
は
往
来
物
を
活
用
し
て
読
み
書
き
を
学
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
そ
の
事
実
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
無
印
本
の
庭
訓
往

　
　
　
　
　
　
来
に
は
「
大
東
坊
大
慶
」
の
署
名
を
記
す
も
の
が
あ

　
　
　
　
　
　
る
し
、
丸
印
本
も
、
六
部
確
認
で
き
る
。
更
に
興
味
深

　
　
　
　
　
　
い
こ
と
に
は
、
丸
印
を
施
し
た
往
来
物
の
中
に
、
四

　
　
　
　
　
　
角
印
も
併
せ
て
施
し
た
も
の
が
二
部
存
在
す
る
。
実

　
　
　
　
　
　
用
頻
度
が
高
い
往
来
物
の
場
合
、
大
慶
使
用
の
丸
印

　
　
　
　
　
　
本
を
後
代
の
僧
侶
が
引
き
継
ぎ
、
そ
の
際
に
改
め
て

　
　
　
　
　
　
四
角
印
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

　
　
　
　
　
　
か
。
複
数
の
蔵
書
印
が
併
せ
て
施
さ
れ
る
こ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
な
事
例
は
、
蔵
書
継
承
の
旦
ハ
体
相
を
探
る
上
で
も
貴

　
　
　
　
　
　
重
な
デ
ー
タ
で
あ
り
、
今
後
も
分
析
を
深
め
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
必
要
が
あ
る
（
。

　
　
　
　
　
　
　
最
後
に
数
量
的
に
は
微
少
だ
が
、
一
七
部
に
の
ぼ
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る
謡
本
を
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル

の
書
物
に
は
幾
つ
か
非
常
に
気
に
な
る
書
き
込
み
が
み
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
双
蝶
蝶
曲
輪
日
記
』
『
大
塔
宮
移
鎧
』
と
い
う

二
つ
の
謡
本
（
※
板
本
）
は
、
見
た
目
か
ら
し
て
も
大
変
使
い
込
ま
れ

て
お
り
、
当
時
の
貴
重
な
娯
楽
本
と
し
て
繰
り
返
し
読
ま
れ
た
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
表
紙
裏
に
は
、
「
こ
れ
や
此
本
に

心
が
あ
る
な
ら
は
い
つ
く
に
い
て
も
主
を
忘
れ
な
」
と
い
う
意
味
深

長
な
書
き
込
み
が
確
認
で
き
る
。
小
倉
百
人
一
首
の
「
こ
れ
や
こ
の

行
く
も
帰
る
も
別
れ
て
は
し
る
も
し
ら
ぬ
も
あ
ふ
さ
か
の
関
」
を
思

わ
せ
る
こ
の
一
句
に
は
、
い
か
な
る
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
他
の
謡
本
に
も
目
を
や
る
と
、
『
妹
背
の
門
松
』
の
表
紙

裏
に
は
、
「
島
本
何
れ
二
而
も
御
借
用
被
成
、
御
見
明
候
ハ
、
早
々

御
返
却
可
被
下
候
、
猶
又
か
し
御
無
用
二
御
座
候
、
以
上
」
と
い
う

書
き
込
み
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
表
現
は
極
め
て
事
務
的
で
あ

り
、
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。
娯
楽
の
少
な
い
周

辺
村
民
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
大
東
坊
に
所
蔵
さ
れ
る
謡
本
は
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
り
、
寺
の
私
物
と
い
う
枠
を
越

え
て
自
由
に
貸
し
出
さ
れ
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
又
貸
し
が
繰
り
返

さ
れ
る
と
返
却
が
困
難
に
な
る
の
で
、
そ
れ
だ
け
は
禁
止
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
右
の
書
き
込
み
は
、
貸
し
出
し
こ
そ
自
由
で
あ
る
が
読
み

終
え
れ
ば
早
々
に
返
却
せ
よ
と
、
村
民
達
に
ル
ー
ル
の
遵
守
を
説
き

聞
か
せ
て
い
る
訳
で
あ
る
。
以
上
の
事
実
を
踏
ま
え
れ
ば
、
「
こ
れ

や
此
本
に
心
が
あ
る
な
ら
～
」
の
一
句
も
、
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
同

様
で
あ
ろ
う
。
事
務
的
な
口
調
か
風
流
な
文
言
か
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、

こ
の
一
句
も
ま
た
、
自
由
な
貸
し
出
し
が
許
さ
れ
て
い
る
謡
本
に
対

し
て
、
確
実
な
返
却
を
促
す
注
意
書
き
で
あ
っ
た
。
勿
論
周
到
な
配

慮
に
関
わ
ら
ず
、
「
心
な
く
主
を
忘
れ
て
」
返
却
さ
れ
な
い
謡
本
も

幾
つ
か
存
在
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
右
の
よ
う
な
文
言
を
記

す
謡
本
が
大
東
坊
蔵
書
中
に
幾
つ
も
残
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
自
由

貸
し
出
し
シ
ス
テ
ム
は
そ
れ
な
り
に
上
手
く
機
能
し
て
い
た
と
い
え

る
。
大
東
坊
と
周
辺
村
民
の
場
合
、
旦
那
寺
と
檀
家
と
い
う
信
頼
関

係
が
下
地
に
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
が
、
寺
院
の
蔵
書
が
自
由
に
貸
し

出
さ
れ
、
村
民
達
の
心
を
楽
し
ま
せ
た
事
実
は
興
味
深
い
。
ち
な
み

に
、
『
双
蝶
蝶
曲
輪
日
記
』
『
大
塔
宮
礒
鎧
』
『
妹
背
の
門
松
』
の
三

つ
の
謡
本
は
、
い
ず
れ
も
丸
印
が
施
さ
れ
て
お
り
、
大
慶
の
集
書
に

よ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。
学
僧
と
し
て
修
学
に
励
ん
だ
大
慶
と
い

え
ど
も
、
専
門
的
な
真
宗
教
学
書
の
み
を
大
和
国
か
ら
持
ち
帰
っ
た
．

訳
で
は
な
か
っ
た
。
彼
が
収
集
し
た
幾
つ
か
の
謡
本
は
、
広
く
周
辺

村
落
を
巡
回
し
、
村
民
達
の
貴
重
な
娯
楽
本
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
ひ
と
ま
ず
真
宗
関
連
の
書
物
は
除
外
し
つ
つ
、
様
々
な
ジ

餅ヨ



ヤ
ン
ル
に
わ
た
る
大
東
坊
蔵
書
を
分
析
し
て
み
た
。
こ
れ
ら
の
蔵
書

が
形
成
さ
れ
る
］
番
の
契
機
は
、
や
は
り
学
僧
大
慶
の
輩
出
に
あ
り
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
傾
向
も
大
慶
個
人
の
志
向
性
を
無
視
し
て
論
じ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
村
民
子
息
の
手
習
い
の
た
め
寺
子
屋

で
使
用
さ
れ
た
往
来
物
や
、
村
民
の
娯
楽
と
し
て
自
由
に
貸
し
出
さ

れ
た
謡
本
な
ど
、
蔵
書
の
内
実
は
必
ず
し
も
真
宗
教
学
の
探
究
と
い

う
一
点
に
集
約
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
村
落
寺
院
に
蓄
え
ら

れ
た
書
物
知
が
、
常
に
村
民
と
接
点
を
保
ち
な
が
ら
展
開
し
て
い
た

事
実
を
念
頭
に
置
き
、
次
節
以
降
の
考
察
に
進
ん
で
い
き
た
い
。

皿
大
慶
の
集
書
と
思
想
形
成

　
さ
て
、
本
節
で
は
い
よ
い
よ
大
東
坊
蔵
書
の
中
核
と
い
え
る
真
宗

関
連
の
書
物
を
取
り
上
げ
、
そ
の
中
で
も
大
慶
が
収
集
し
た
丸
印
本

か
ら
、
彼
が
た
ど
っ
た
思
想
形
成
の
道
筋
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

①
「
批
判
的
読
書
」

　
横
田
冬
彦
氏
の
指
摘
に
従
え
ば
、
近
世
前
期
の
庄
屋
層
は
、
購
入

す
べ
き
書
物
を
主
体
的
に
取
捨
選
択
し
、
単
な
る
受
け
身
の
読
書
で

は
な
い
「
知
的
読
書
」
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
（
。
今
回
取
り
上
げ

る
大
慶
は
、
近
世
後
期
に
生
を
受
け
た
人
物
で
あ
り
、
し
か
も
西
本

願
寺
学
林
で
本
格
的
な
修
学
を
積
ん
だ
学
僧
で
あ
る
か
ら
、
当
然
そ

の
「
知
的
読
書
」
振
り
も
よ
り
高
度
な
も
の
と
な
る
。
，

　
大
東
坊
蔵
書
の
中
で
、
大
慶
の
読
書
方
針
が
端
的
に
読
み
取
れ
る

の
は
、
『
徒
然
岩
塩
解
』
に
記
さ
れ
た
書
き
込
み
で
あ
る
。
同
書
は

近
世
期
に
作
成
さ
れ
た
『
徒
然
草
』
注
釈
本
の
一
つ
で
あ
り
、
当
然

真
宗
関
連
の
書
物
で
は
な
い
が
、
「
知
的
読
書
」
の
具
体
相
が
窺
え

る
貴
重
な
事
例
な
の
で
、
最
初
に
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
。
ち
な
み

に
、
大
東
坊
蔵
書
中
の
『
徒
然
草
諺
解
』
は
丸
印
が
施
さ
れ
た
板
本

で
あ
る
か
ら
、
大
慶
の
代
に
購
入
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
表
紙
裏
に
は
、
び
っ
し
り
と
以
下
の
よ
う
な
書
き
込
み

が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
徒
然
草
者
兼
好
法
師
之
述
作
也

兼
好
吉
田
庶
流
心
墨
世
称
吉
田
兼
好
、

　
諸
抄
之
次
第

板
行

寿
命
院
抄

、
野
槌

二
巻

諸
抄
本
也

十
四
巻

又
吉
田
兼
好
有
兼
好
旧
跡

也
足
里
ノ
奥
書
有
之

此
草
子
規
模
者
欺

道
春
作
、
寿
命
墨
縄
景
慕
和
漢

故
実

元
和
七
年
辛
酉
年
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、
、

鉄
槌

慰
草

一
、

ｷ
頭
丸
抄

板
行

一
、

ﾕ
齋
抄

一
、

揄

一
、

秤
ﾆ
聞
書

板
行

一
、

ｶ
段
抄

四
巻

八
巻

二
巻

十
三
巻

七
巻

三
巻

七
巻

、
鉄
槌
増
補
　
六
巻

是
逆
臣
抜
書
也

貞
徳
作
、
是
記
徒
然
之
大
意

慶
安
丑
年
半
夏
廿
六
日

号
貞
徳
抄

寛
文
元
年
霜
月
吉
日

寛
文
元
年
十
二
月
吉
日

　
横
田
冬
彦
「
『
徒
然
草
』
は
江
戸
文
学
か
？
（
」

時
代
に
は
著
名
な
知
識
人
が
次
々
と

・
板
為
し
た
た
め
、
原
典
か
ら
は
読
解
困
難
な
庶
民
層
も
、

を
入
門
書
と
し
て
『
徒
然
草
』
に
親
し
ん
で
い
っ
た
と
い
う
。

毒
草
諺
解
』
自
体
も
そ
う
し
た
注
釈
本
の
一

季
吟
先
生
作
型

寛
文
七
年
十
二
月
吉
日

件
鉄
槌
取
右
諸
勢
之
要
領
加
之

酔
倒
世
俗
之
遽
言
是
為
初
学
之

士
易
暁
也
、
文
書
別
伝
二
巻
以

附
之
後

　
　
　
　
　
に
よ
れ
ば
、
江
戸

『
徒
然
草
』
の
注
釈
本
を
著
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
徒

　
　
　
つ
で
あ
る
が
、
丹
念
に

書
き
込
ま
れ
た
「
諸
鐙
之
次
第
」
は
、
近
世
期
の
『
徒
然
草
』
注
釈

本
を
見
事
に
網
羅
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
大
慶
は
た
だ
漠
然
と
『
徒

然
草
』
の
一
注
釈
本
を
購
入
し
た
の
で
は
な
く
、
多
彩
な
注
釈
本
の

全
体
像
を
把
握
し
た
上
で
、
『
諺
解
』
を
選
び
取
っ
た
訳
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
こ
に
書
き
出
さ
れ
た
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
『
野
槌
』

『
鉄
槌
』
な
ど
の
注
釈
本
が
追
加
購
入
さ
れ
た
形
跡
は
な
く
、
大
慶

の
『
徒
然
草
』
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
は
、
必
ず
し
も
他
の
書
物
に
抜

き
ん
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
逆
説
的
に
捉
え
れ
ば
、

大
慶
は
ど
ん
な
書
物
の
入
手
に
際
し
て
も
、
関
連
書
物
へ
の
配
慮
に

全
力
を
注
ぐ
「
知
的
読
書
」
の
実
践
者
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
大
慶
は
い
か
に
も
修
学
を
積
ん
だ
学
僧
ら
し
く
、

高
度
な
判
断
を
加
え
な
が
ら
集
書
に
い
そ
し
ん
で
い
た
訳
だ
が
、
彼

の
「
知
的
読
書
」
は
単
な
る
取
捨
選
択
の
レ
ベ
ル
に
留
ま
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
学
僧
大
慶
の
読
書
姿
勢
を
一
言
で
表
現
す
る
と
、
そ

れ
は
「
批
判
的
読
書
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
，
彼

が
購
入
ま
た
は
筆
写
し
た
談
義
本
へ
の
書
き
込
み
に
注
目
し
て
、
「
批

判
的
読
書
」
の
具
体
相
に
迫
っ
て
み
よ
う
。

　
既
述
の
通
り
、
真
宗
の
談
義
本
は
卑
俗
な
表
現
を
多
用
す
る
た
め
、

教
団
や
学
僧
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
肯
定
的
な
評
価
を
与
え
に
く
い

書
物
だ
っ
た
。
特
に
江
戸
時
代
に
は
、
こ
う
し
た
談
義
本
が
民
間
書

卜畦



林
に
よ
っ
て
盛
ん
に
板
行
さ
れ
始
め
た
た
め
、
真
宗
学
僧
の
中
に
は

聖
教
目
録
を
作
成
し
て
、
偽
撰
談
義
本
の
批
判
に
努
め
る
者
も
登
場

し
た
。
以
上
の
よ
う
な
風
潮
の
中
、
学
僧
の
一
人
で
あ
る
大
慶
は
、

談
義
本
に
対
し
て
い
か
な
る
姿
勢
を
示
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
二
は
、
大
東
継
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
し

　
　
印
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
な

蔵
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
　
丸

　
写

　
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本

本
　
写
写
板
板
　
板
　
紅
板
　
板
三
板
写

盲
主茄

三
三
覚

み
中東

大2
名

　
一

説
鷺
　
　
覚

存
　
実
蓮
存

　
　
　
　
　
黒
砂

　
　
　
　
　
　
　
意

盲
　
　
　
　
　
　
名

　
　
覚
宗
教

争
真
　
　
実
　
弁

　
集

　
　
向

真
直

書
中
の
主
な
真
宗
談
義

本
を
取
り
出
し
た
も
の

で
あ
る
。
多
く
の
談
義

本
に
は
丸
印
が
施
さ
れ

て
お
り
、
大
慶
の
談
義

本
に
対
す
る
強
い
関
心

が
窺
わ
れ
る
。
そ
の
中

で
も
先
ず
『
存
覚
上
人

秘
伝
紗
』
に
注
目
し
て

み
よ
う
。
同
書
は
、
京

都
の
代
表
的
な
書
林
河

南
四
郎
右
衛
門
が
、
著

者
を
存
覚
に
仮
託
し
て

正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）

に
板
疑
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
大
東
坊
に
残
る
『
秘
伝
紗
』
に
は
、
．
表
紙
裏
に
「
管

窺
録
終
評
以
為
偽
書
云
云
」
と
い
う
書
き
込
み
が
確
認
で
き
る
。

　
ま
た
『
真
宗
教
要
鋤
』
も
、
『
秘
伝
鋤
』
同
様
、
京
都
書
林
の
西

村
九
郎
右
衛
門
が
著
者
を
蓮
如
に
仮
託
し
て
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）

に
板
重
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
東
弓
蔵
書
中
の
同
書
表
紙

裏
に
は
、
大
慶
が
記
し
た
と
思
わ
れ
る
以
下
の
よ
う
な
書
き
込
み
が

み
え
る
。

　
　
僧
撲
蚕
下
窺
命
日
、
真
宗
寸
寸
鋤
コ
ノ
作
者
ハ
ヨ
ホ
ト
博
ク
物

　
　
ヲ
シ
リ
タ
ル
人
ト
ミ
エ
テ
書
ノ
体
文
筆
モ
鄙
僅
ナ
ラ
ス
（
中
略
）

　
　
然
ト
モ
ナ
カ
ノ
労
祖
ノ
撰
ト
パ
オ
モ
ハ
レ
ス
、
ヨ
ホ
ト
小
器
ヲ

　
　
マ
ハ
シ
テ
癌
研
ケ
ニ
ミ
ユ
、
大
善
知
識
ノ
ロ
気
軽
ハ
ア
ラ
ス
、

　
　
故
二
雑
著
ノ
中
ノ
正
シ
キ
モ
ノ
ト
定
ム
ヘ
シ
、
已
上

　
つ
ま
り
大
慶
は
、
購
入
し
た
真
宗
の
談
義
本
を
決
し
て
有
用
な
書

物
と
は
認
識
し
て
お
ら
ず
、
い
ち
い
ち
批
判
を
書
き
加
え
て
い
る
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
二
つ
の
書
き
込
み
の
中
に
登
場
す
る
「
管
上

組
日
」
の
文
言
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
管
窺
録
と
は
、

正
式
な
書
名
を
記
す
と
『
真
宗
法
要
蔵
外
諸
書
管
窺
録
』
の
こ
と
で

あ
り
、
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
～
六
四
）
に
西
本
願
寺
の
学
僧
僧
撲
が

作
成
し
た
聖
教
目
録
で
あ
る
。
宝
暦
年
間
に
は
、
余
り
に
卑
俗
な
談

義
本
を
虚
血
と
断
罪
す
る
聖
教
目
録
が
、
真
宗
学
僧
の
手
に
よ
っ
て
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集
中
的
に
作
成
さ
れ
た
。
同
書
は
そ
の
中
で
も
最
も
点
数
が
辛
い
も

の
と
さ
れ
る
（
。
大
慶
は
西
本
願
寺
の
先
輩
学
僧
で
も
あ
る
七
並
の

『
管
窺
録
』
を
ど
こ
か
で
閲
覧
し
、
（
大
東
坊
蔵
書
の
中
に
『
管
窺

録
』
は
現
存
し
な
い
。
同
書
は
板
行
流
布
し
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、

本
山
学
林
で
の
修
学
時
に
閲
覧
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
）
そ
れ
を
参
考

に
し
な
が
ら
談
義
本
に
周
到
な
批
判
を
加
え
て
い
っ
た
訳
で
あ
る
。

　
横
田
氏
が
取
り
上
げ
た
近
世
前
期
の
庄
屋
層
に
お
け
る
「
知
的
読

書
」
で
も
、
確
か
に
彼
ら
な
り
の
選
択
意
識
や
、
よ
り
良
い
書
物
へ

の
飽
く
な
き
志
向
は
み
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
選
択
は
、
実
用
に
足

り
得
る
も
の
、
人
生
の
教
訓
を
得
ら
れ
る
も
の
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
を

出
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
山
学
林
で
本
格
的
な
修
学
を
積
ん
だ
大

慶
の
場
合
、
好
意
的
な
評
価
を
与
え
た
書
物
ば
か
り
収
集
し
て
い
っ

た
訳
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
．
そ
の
内
容
に
何
ら
か
の
誤
謬
性
を
見
出
．

し
、
弾
劾
へ
の
準
備
を
整
え
る
た
め
、
集
書
に
励
む
可
能
性
も
あ
っ

た
。
彼
ら
学
僧
の
読
書
と
は
、
庄
屋
層
の
読
書
よ
り
一
歩
進
ん
だ
「
批

判
的
読
書
」
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　
な
お
、
大
慶
が
行
っ
た
談
義
本
批
判
は
、
何
も
『
管
粗
景
』
に
依

拠
し
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
『
専
修
念
仏
問
答
紗
』
は
、
著
者

を
親
鷺
に
仮
託
し
て
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
に
板
葺
さ
れ
た
も
の
だ

が
、
大
東
坊
蔵
書
中
の
同
書
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
書
き
込
み
が
み

ら
れ
る
。
「
寛
々
録
日
、
コ
レ
ハ
西
山
家
ノ
末
流
ノ
人
ノ
カ
キ
タ
ル
，

モ
ノ
ト
ミ
ユ
（
後
略
）
」
宗
祖
親
鷺
に
仮
託
さ
れ
る
談
義
本
に
対
し
、

大
慶
は
『
管
窺
録
』
を
参
考
に
し
て
「
西
山
家
」
1
1
浄
土
宗
西
山
派

の
捏
造
と
断
罪
し
た
訳
で
あ
る
。
し
か
し
．
書
き
込
み
は
こ
れ
で
終

わ
ら
ず
、
奥
付
部
分
に
は
「
私
考
此
｝
書
ハ
西
山
善
恵
書
証
空
ノ
筆

跡
ト
云
云
」
と
更
に
考
証
を
深
め
た
大
慶
の
私
見
が
書
き
加
え
6
れ

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
大
慶
の
談
義
本
批
判
が
、
主
観
的
な
姿
勢
を
最
も
強

め
る
の
は
、
『
↓
宗
行
儀
抄
』
へ
の
書
き
込
み
に
お
い
て
で
あ
る
。

同
書
は
著
者
を
親
鷺
に
仮
託
し
て
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
に
板
行
さ

れ
た
談
義
本
だ
が
、
そ
こ
で
は
神
罰
を
恐
れ
よ
と
か
寺
院
に
熊
野
権

現
を
勧
請
し
ろ
と
か
、
お
お
よ
そ
宗
祖
親
筆
の
教
説
と
懸
け
離
れ
た

主
張
が
展
開
さ
れ
て
い
る
一
。
同
書
に
大
慶
が
与
え
た
評
価
と
は
、

以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
指
差
ユ
＼
シ
キ
偽
造
ナ
リ
、
文
ト
云
ヒ
義
ト
云
、
毫
モ
祖
風
二

　
　
似
タ
ル
処
ナ
シ
、
其
中
大
義
ヲ
出
サ
ハ
宗
名
ヲ
一
向
宗
ト
記
ス
、

　
　
画
賛
祖
一
代
曽
テ
ノ
タ
マ
ハ
ス
、
此
↓
証
也
、
ニ
ニ
ハ
三
塁
ヲ

　
　
沙
汰
ス
ル
ニ
ハ
吾
祖
ハ
隠
顕
二
約
ス
、
然
二
此
書
ソ
ノ
沙
汰
ナ

　
　
ク
↓
概
二
三
経
一
致
ニ
ツ
イ
テ
論
ス
、
故
二
九
品
ノ
土
モ
報
土

　
　
ニ
ア
リ
ト
立
ス
、
毫
モ
祖
判
ヲ
シ
ラ
サ
ル
モ
ノ
＼
作
ナ
リ
、
蓋

トヨ



　
　
シ
コ
レ
鎮
西
流
ノ
徒
ヒ
ソ
カ
ニ
偽
作
シ
テ
吾
祖
ノ
尊
諌
ヲ
出
セ

　
　
ル
ナ
リ
、
古
来
今
家
ノ
先
徳
ハ
評
ス
ル
ニ
ハ
足
ラ
ス
ト
シ
テ
此

　
　
書
ノ
真
偽
ヲ
論
セ
ス
、
更
考
量
師
ノ
管
窺
録
掛
三
紙
評
以
為
偽

　
　
妄
（
後
略
）

　
悪
名
高
き
偽
撰
談
義
本
に
対
し
て
、
「
此
世
ユ
＼
シ
キ
偽
造
ナ
リ
」

で
始
ま
る
大
慶
の
批
判
は
熾
烈
を
極
め
た
。
こ
こ
で
は
、
先
輩
学
僧

の
指
摘
に
依
拠
す
る
客
観
的
な
態
度
は
後
退
し
、
延
々
と
大
慶
個
人

の
不
平
不
満
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
大
慶
に
と
っ
て
の
集
書
と
は
、
た
だ
有
用
な
書

物
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
す
る
行
為
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
。
む
し
．
ろ
彼
は
、

急
行
さ
れ
た
書
物
に
常
に
批
判
的
な
視
線
を
向
け
、
流
布
し
て
い
く

誤
っ
た
書
物
知
に
い
ち
早
く
対
処
す
る
姿
勢
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

②
読
者
か
ら
作
者
へ

　
さ
て
、
学
僧
大
慶
の
読
書
は
、
実
用
的
な
知
識
を
獲
得
す
る
だ
け

で
な
く
、
許
容
で
き
な
い
知
識
を
訂
正
し
、
批
判
的
に
継
承
す
る
目

的
を
有
し
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
は
や
が
て
自
ら
の
著
述
活
動
へ
と
発

展
し
て
い
っ
た
。

　
も
っ
と
も
、
彼
の
著
述
活
動
は
、
前
代
の
真
宗
学
僧
の
よ
う
に
、

聖
教
目
録
を
作
成
し
て
偽
事
談
義
本
を
糾
弾
す
る
と
い
う
方
向
に
は

向
か
わ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
彼
が
心
血
を
注
い
だ
の
は
、
真
宗
祖
師

伝
の
修
正
で
あ
っ
た
。

　
既
述
の
通
り
談
義
本
に
対
す
る
大
慶
の
こ
だ
わ
り
は
並
々
な
ら
ぬ

も
の
で
あ
っ
た
が
、
祖
師
伝
に
対
す
る
関
心
も
そ
れ
に
劣
る
こ
と
は

な
い
。
撮
管
は
、
大
東
坊
蔵
書
中
に
．
み
え
る
主
な
祖
師
伝
（
及
び
そ

の
解
説
書
）
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
や
は
り
丸
印
を
施
し
た

書
物
が
圧
倒
的
に
多
く
、
祖
師
伝
に
対
す
る
大
慶
の
高
い
関
心
が
窺

わ
れ
る
。
書
名
に
注
目
し
て
み
て
も
、
覚
如
の
『
親
鶯
絵
伝
』
を
筆

頭
に
、
真
宗
高
田
派
作
成
の
『
親
鷺
聖
人
正
明
伝
』
や
『
絵
伝
撮
要
』
、

西
本
願
寺
派
の
学
僧
知
空
に
よ
る
『
書
伝
照
蒙
記
』
、
信
濃
国
康
楽

寺
系
の
絵
解
き
本
『
御
伝
絵
説
詞
細
細
』
な
ど
、
そ
の
構
成
は
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、
談
義
本
の
ケ
ー
ス
と
同
じ
く
、

表
中
の
全
て
の
祖
師
伝
に
対
し
て
、
大
慶
や
大
東
坊
の
歴
代
住
職
が

肯
定
的
な
評
価
を
下
し
た
訳
で
は
な
い
。

　
例
え
ば
『
親
鶯
聖
人
正
明
伝
』
は
、
高
田
専
修
寺
の
宝
庫
に
秘
蔵

さ
れ
る
存
覚
作
の
祖
師
伝
と
銘
打
っ
て
、
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）

に
板
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、
梅
壷
当
時
か
ら
存
覚
真
撰
の
可
能
性
を

疑
う
者
が
多
く
、
現
在
で
は
高
田
派
学
僧
に
よ
る
捏
造
と
い
う
評
価

に
落
ち
着
い
て
い
る
。
大
東
坊
蔵
書
中
の
同
書
は
丸
印
を
施
さ
れ
た

板
本
で
あ
り
、
大
慶
の
代
に
購
入
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
こ

餅ヨ



印
書
蔵

印
丸

印
四

角
印
　
丸

丸

三
三
印
　
丸

丸
印
丸

印
丸

印
丸

印
丸

印
角
四

丸

　
し
印
な
　
印

批
撃
発

　
し
印
な
　
印

丸

　
し
印
な
　
印

印
丸

印
丸

印
丸

印
丸

別
の
本
惇
本
板

躰
本
写

本
板

本
板

本
写

本
写

本
板

本
板

本
板

本
板

本
板

本
写

本
写

本
写

本
板

本
板

本
写

本
写

本
写

本
板

本
板

躰

勧
含
を
託
販
者
著

如
覚

如
覚

覚
存

空
良

慶
祓
智
玄

一
門
普

一
啓
先

空
知

墾
　
空

一
【
一

如
覚

覚
存

智
玄

智
玄

智
玄

朗
宗

慧
寂

観
慈

名
書

伝
鞭
親

伝
絵
鷺
親

伝
明
正
人
聖
鷺
親

集
後
伝
統
正

伝
統
正
非

紗
略
詞
説
絵
伝
御

要
撮
伝
絵

記
蒙
照
伝
御

記
証
探
伝
御

録
記
細
紗
伝
御

科
分
絵
伝
鷺
親

解
絵
伝
御

伝
徳
古
遺
拾

紗
義
明
源
正

臨
七
宗
真
土
浄

伝
主
講
谷
龍

記
期
一
人
上
覚
存

に
は
以
下
の
よ
う
な
書
き
込
み
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
此
伝
存
覚
師

ノ
名
ヲ
借
テ
高
田
派
ヨ
リ
出
ス
所
ナ
リ
、
全
ク
ハ
信
ス
ヘ
カ
ラ
ス
（
後

略
）
」
高
田
派
祖
師
伝
に
対
す
る
大
慶
の
評
価
は
厳
し
い
も
の
で
あ

り
、
『
正
明
伝
』
に
つ
い
て
も
、
信
用
す
る
に
足
り
な
い
書
物
と
論

断
し
た
訳
で
あ
る
。
ま
た
、
東
本
願
寺
派
作
成
の
『
大
谷
本
願
寺
由

緒
』
は
、
祖
師
伝
と
い
う
よ
り
寺
誌
に
相
当
す
る
も
の
だ
が
、
大
東

坊
蔵
書
中
に
は
丸
印
付
き
の
板
本
が
残
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
大
慶

ら
し
き
文
字
で
「
此
書
東
派
ノ
所
出
、
杜
撰
頗
多
、
不
可
容
易
而
信

之
」
と
い
う
評
価
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
大
慶
の
姿
勢
は
、
高
田

派
の
み
な
ら
ず
他
派
作
成
の
書
物
に
対
し
て
一
様
に
容
赦
が
な
く
、

『
大
谷
本
願
寺
由
緒
』
に
加
え
た
評
価
も
、
「
杜
撰
頗
多
」
と
い
う

辛
辣
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ち
な
み
に
、
塩
谷
菊
美
『
真
宗
寺
院
由
緒
書
と
親
鷲
伝
ー
』
に
よ

れ
ば
、
江
戸
時
代
に
は
高
田
派
・
東
本
願
寺
派
・
西
本
願
寺
派
と
諸

派
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
親
鶯
伝
を
開
板
し
、
加
え
て
諸
末
寺
が
本

山
の
統
制
を
か
い
く
ぐ
っ
て
利
潤
追
求
の
卑
俗
な
絵
伝
を
創
出
し
た

た
め
、
正
統
性
を
め
ぐ
る
論
争
は
絶
え
間
な
く
続
い
た
と
い
う
。
こ

う
し
た
風
潮
の
中
、
大
慶
も
ま
た
西
本
願
寺
派
学
僧
の
立
場
を
鮮
明

に
し
、
高
田
派
・
東
本
願
寺
派
か
ら
出
さ
れ
た
祖
師
伝
に
厳
格
な
批

判
を
行
っ
た
と
い
え
る
。

野ヨ



　
さ
て
、
民
間
書
林
に
よ
る
粗
悪
な
談
義
本
出
版
を
引
き
金
と
し
て

起
こ
っ
た
真
宗
学
僧
の
偽
撰
談
義
本
批
判
と
、
真
宗
諸
派
に
よ
る
ヘ

ゲ
モ
ニ
ー
争
い
の
様
相
を
呈
し
た
祖
師
伝
論
争
と
は
、
そ
の
背
景
に

大
き
な
相
違
点
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
談
義
本
・
祖
師
伝
そ
れ

ぞ
れ
に
手
厳
し
い
批
判
の
書
き
込
み
を
行
っ
た
大
慶
の
立
場
か
ら
す

れ
ぜ
、
恐
ら
く
両
者
の
問
題
性
は
非
常
に
類
似
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
ひ
と
た
び
板
行
さ
れ
る
や
留
ま
る
こ
と
な
く
普
及
し
て

し
ま
う
出
版
行
為
の
威
力
を
前
に
し
て
、
大
慶
は
許
容
し
が
た
い
叙

述
内
容
の
一
人
歩
き
を
何
よ
り
も
恐
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
最
終
的
に
大
慶
を
著
述
活
動
へ
と
駆
り
立
て
た
、
最

も
許
し
が
た
い
書
物
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
結
論
を
先
取
り
す
る
と
、

真
宗
高
田
派
の
学
僧
事
実
が
作
成
し
た
『
正
統
伝
』
こ
そ
そ
れ
に
当

　
　
劉

た
る
一
。
同
書
は
、
高
田
専
修
寺
の
宝
庫
に
秘
蔵
さ
れ
る
幾
つ
か
の

白
鷺
伝
（
※
前
述
の
『
親
鶯
聖
人
正
明
伝
』
も
そ
の
一
つ
）
を
逐
一
参

照
し
な
が
ら
作
成
し
た
と
い
う
高
田
派
祖
師
伝
の
決
定
版
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
専
修
寺
秘
蔵
の
親
鶯
伝
は
、
当
時
誰
も
目
に
し
た
者
が

な
く
、
『
正
統
伝
』
を
権
威
付
け
る
た
め
の
捏
造
と
も
噂
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
怪
し
げ
な
典
拠
史
料
に
基
づ
く
点
も
、
東
西
両
派
か
ら
の

批
判
が
強
ま
っ
た
一
要
因
だ
が
、
む
し
ろ
『
正
統
伝
』
が
最
も
他
派

の
反
感
を
買
っ
た
理
由
は
、
高
田
派
を
真
宗
の
総
本
山
と
み
な
す
正

統
意
識
そ
の
も
の
に
あ
っ
た
。
同
書
を
読
み
進
め
る
と
、
「
五
派
ノ

中
二
、
高
田
専
修
寺
ハ
、
祖
師
聖
人
浄
土
真
宗
ノ
総
本
寺
ト
シ
テ
建

立
ア
リ
。
」
「
（
高
田
派
は
）
唯
授
一
人
口
訣
相
承
ノ
家
ニ
テ
、
血
脈
ノ

正
統
タ
ル
コ
ト
、
一
天
二
戸
比
フ
ル
者
ナ
シ
。
他
ノ
四
派
ハ
、
悉
ク

当
家
ヨ
リ
伝
法
セ
リ
。
」
と
い
っ
た
叙
述
が
次
々
と
目
に
入
っ
て
く

る
。
宗
祖
親
署
の
描
き
方
以
前
の
問
題
と
し
て
、
東
西
両
派
が
『
正

統
伝
』
に
猛
反
発
し
た
の
は
当
然
だ
ろ
う
。
結
果
と
し
て
『
正
統
伝
』

の
論
駁
書
は
続
々
と
世
に
出
た
が
、
そ
の
中
で
も
最
も
著
名
な
も
の

が
、
西
本
願
寺
派
の
学
僧
玄
智
に
よ
る
『
非
正
統
伝
』
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
玄
智
と
い
え
ば
、
他
に
も
『
考
信
録
』
や
『
本
願
寺
通

言
』
な
ど
の
著
述
活
動
で
知
ら
れ
る
碩
学
で
あ
り
、
『
非
正
統
伝
』

も
一
般
的
に
は
彼
の
著
作
と
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、

同
書
の
成
立
に
は
、
玄
智
以
外
に
も
あ
る
僧
侶
が
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
た
。
玄
智
自
身
が
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
『
非
正
統
伝
』

完
成
の
経
緯
と
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
『
正
統
伝
』
が
享

保
二
年
（
一
七
一
七
）
に
板
行
さ
れ
て
し
ば
ら
く
後
、
「
和
州
大
乗
寺

大
慶
」
と
い
う
僧
侶
が
、
十
数
丁
の
批
判
書
を
作
成
し
、
『
非
正
統

伝
』
と
題
し
た
。
た
ま
た
ま
玄
智
が
そ
れ
を
入
手
し
て
一
読
し
た
と

こ
ろ
、
論
点
は
非
常
に
明
快
で
称
賛
す
べ
き
も
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、

触
発
さ
れ
た
玄
智
は
、
『
非
正
統
伝
続
補
』
と
題
す
る
三
十
数
丁
の
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著
作
を
作
り
上
げ
、
『
非
正
統
伝
』
と
合
冊
し
た
。
そ
し
て
、
後
日

「
和
州
大
乗
寺
大
慶
」
と
合
議
し
、
両
著
の
長
所
を
合
わ
せ
て
一
冊

の
『
非
正
統
伝
』
を
完
成
さ
せ
た
。
現
在
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
『
非

正
統
伝
』
と
は
、
こ
う
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
玄
智
と
『
非
正
統
伝
』
を
合
作
し
た
「
和
州
大
乗
寺
大
慶
」
に
つ

い
て
、
従
来
の
研
究
で
は
詳
し
く
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
人
物
が
、
備
後
国
で
生
ま
れ
、
長
く
大
和
国
で
修
学

し
た
大
東
坊
大
慶
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
証
拠
付

け
る
よ
う
に
、
現
在
の
大
東
坊
に
は
、
大
慶
の
『
非
正
統
伝
』
と
玄

智
の
『
非
正
統
伝
続
補
』
を
合
冊
し
た
、
古
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
『
非

正
統
伝
』
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
た
だ
知
識
や
教
訓
を
得
る
た
め
だ
け
で
は
起
く
、
旺
盛
な

批
判
精
神
で
書
物
に
臨
ん
で
い
た
大
慶
が
、
『
正
統
伝
』
と
の
出
会

い
に
よ
り
、
自
ら
著
述
活
動
へ
と
乗
り
出
す
の
は
、
必
然
的
な
結
果

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
生
涯
初
の
著
作
（
が
、
先
輩
学
僧
玄
智
の
目

に
と
ま
り
、
『
非
正
統
伝
』
と
し
て
結
実
し
て
い
っ
た
の
も
、
筆
者

は
や
は
り
必
然
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
大
慶
は
本
格

的
な
著
作
こ
そ
残
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
多
く
の
談
義
本
や
祖

師
伝
を
批
判
的
に
読
み
こ
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
常
日
頃
か
ら
論
駁

書
の
執
筆
を
疑
似
体
験
し
て
い
た
。
『
非
正
統
伝
』
も
こ
う
し
た
「
批

判
的
読
書
」
の
成
果
に
裏
付
け
ら
れ
た
、
精
度
の
高
い
著
作
だ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
碩
学
玄
智
を
感
銘
さ
せ
得
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

③
集
書
か
ら
講
釈
へ

　
さ
て
、
本
稿
で
は
敢
え
て
専
門
的
な
修
学
を
積
ん
だ
真
宗
学
僧
を

取
り
上
げ
、
村
落
農
民
と
は
異
な
る
読
書
の
有
り
様
を
探
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
分
析
視
座
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
以
下
の

点
で
あ
る
。
学
僧
大
慶
の
読
書
は
、
単
な
る
知
識
獲
得
に
留
ま
ら
ず
、

叙
述
内
容
の
批
判
や
訂
正
を
目
指
す
「
批
判
的
読
書
」
の
特
徴
を
有

し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
彼
は
読
者
と
し
て
の
立
場
に
満
足
せ
ず
、
や

が
て
作
者
と
し
て
蟄
活
動
に
も
参
入
し
て
い
竃
　
　

畳

　
上
記
の
よ
う
な
側
面
に
着
目
す
る
と
、
学
僧
の
読
書
行
為
と
は
、

や
は
り
庶
民
層
と
隔
絶
し
た
位
置
に
あ
り
、
大
慶
の
集
書
を
契
機
と

す
る
膨
大
な
大
東
坊
蔵
書
も
、
地
域
住
民
へ
の
影
響
力
は
希
薄
だ
っ

た
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
、
前
節
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
大
慶
が

購
入
し
た
幾
つ
か
の
謡
本
を
、
村
落
百
姓
が
自
由
に
借
り
出
し
、
楽

し
ん
で
い
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
大
東
坊
蔵
書
が
、
全
く
地
域
住
民

と
の
交
流
の
場
を
持
た
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
更
に
い
え
ば
、
談
義
本
・
祖
師
伝
な
ど
真
宗
関
連
の
書
物
に
対
す

る
大
慶
の
強
い
関
心
も
、
周
辺
村
落
の
檀
家
達
を
意
識
し
て
い
た
可



能
性
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
大
束
坊
に
残
る
祖
師
伝
の
一
つ
『
正

忌
明
義
抄
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
書
き
込
み
が
施
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
（
な
お
、
同
書
は
無
印
本
で
あ
る
が
、
書
き
込
み
を
見

る
限
り
、
丸
印
本
の
そ
れ
と
筆
跡
が
酷
似
し
て
お
り
、
大
慶
に
よ
っ

て
記
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
）

　
　
此
鋤
ハ
豊
田
ト
校
合
ニ
ハ
備
ヘ
シ
、
然
ト
モ
相
違
ノ
事
甚
多
ケ

　
　
レ
ハ
必
ス
く
法
談
二
倍
ユ
ヘ
カ
ラ
ス
、
若
法
談
二
用
ル
ナ
ラ

　
　
ハ
拾
遺
古
徳
伝
二
依
ル
ヘ
シ
、
砂
嚢
町
家
ノ
本
ハ
誤
多
シ
、
宜

　
　
シ
ク
真
宗
法
要
ノ
本
二
依
ヘ
シ

　
『
正
源
明
義
抄
』
は
、
真
宗
の
立
場
か
ら
著
さ
れ
た
法
然
伝
で
あ

り
、
著
者
を
存
覚
に
仮
託
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
著
者

比
定
に
は
当
時
か
ら
疑
い
も
多
く
、
大
慶
の
評
価
も
「
相
違
ノ
事
甚

多
ケ
レ
ハ
～
」
と
否
定
的
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
間
違
い
な
く
覚
如
に

よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
拾
遺
古
徳
伝
』
の
方
を
利
用
せ
よ
と
大
慶
は
勧

告
す
る
訳
だ
が
、
筆
者
が
注
目
し
た
い
の
は
「
若
法
談
二
用
ル
ナ
ラ

ハ
～
」
と
い
う
文
言
で
あ
る
。
彼
が
危
機
意
識
を
募
ら
せ
た
の
は
、

怪
し
げ
な
祖
師
伝
の
存
在
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
後
代
の
住
職
が
「
法

談
」
で
『
正
源
明
義
抄
』
を
活
用
し
、
誤
っ
た
知
識
が
門
徒
大
衆
に

ま
で
広
ま
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
慶
が
精
力
的
に
収
集
し
た
真
宗
の

談
義
本
や
祖
師
伝
は
、
彼
個
人
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
自
己
完
結

す
る
も
の
で
は
な
く
、
後
代
の
住
職
達
が
そ
れ
を
用
い
て
法
話
を
行

い
、
門
徒
層
に
ま
で
浸
透
す
る
可
能
性
を
有
し
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る

教
学
書
と
比
べ
、
談
義
本
や
祖
師
伝
は
文
章
表
現
が
平
易
な
た
め
、

大
東
坊
の
檀
家
達
が
謡
本
や
通
俗
教
訓
書
の
感
覚
で
そ
れ
を
手
に
す

る
こ
と
も
あ
り
得
た
だ
ろ
う
。
大
慶
の
「
批
判
的
読
書
」
は
、
勿
論

彼
自
身
が
著
述
活
動
へ
と
乗
り
出
す
た
め
の
野
心
的
な
行
為
で
も
あ

っ
た
。
し
か
し
、
彼
の
問
題
意
識
の
根
幹
に
あ
っ
た
の
は
、
談
義
本

・
祖
師
伝
中
の
許
容
し
が
た
い
書
物
知
が
、
講
釈
な
ど
を
介
し
て
庶

民
層
に
ま
で
浸
透
し
て
い
く
現
実
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
蔵
書

の
一
つ
一
つ
に
丹
念
な
警
告
を
施
し
、
書
物
知
の
際
限
な
い
広
が
り

に
前
も
っ
て
釘
を
さ
し
た
と
い
え
よ
う
。

　
大
慶
の
「
批
判
的
読
書
」
や
『
非
正
統
伝
』
執
筆
を
、
以
上
の
よ

う
に
庶
民
層
に
対
す
る
知
識
普
及
へ
の
危
機
感
か
ら
捉
え
る
な
ら
、

彼
の
没
後
に
絵
解
き
の
名
手
と
し
て
頭
角
を
現
し
た
二
〇
代
住
職
栄

養
へ
の
評
価
も
、
ま
た
違
っ
た
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
栄
了
が
作
成

し
た
絵
解
き
ネ
タ
本
は
、
既
述
の
通
り
、
丁
寧
に
清
書
さ
れ
な
が
ら
、

決
し
て
蔵
書
印
が
施
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
事
実
は
、
　
一
見
す

る
と
学
僧
達
の
絵
解
き
と
い
う
行
為
に
対
す
る
低
評
価
を
示
す
よ
う

に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
大
慶
の
問
題
意
識
が
常
に
書
物
知
の
一

般
普
及
へ
と
向
か
っ
て
い
た
な
ら
、
庶
民
に
と
っ
て
余
り
に
難
解
な

島
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『
非
正
統
伝
』
を
志
半
ば
の
仕
事
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
栄
爵
が
彼
の
遺
志
を
引
き
継
ぎ
、
蓄
積
さ
れ
た
知
識
を
解

き
ほ
ぐ
し
て
檀
家
達
に
提
供
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と

も
、
蔵
書
一
つ
一
つ
に
施
さ
れ
た
大
慶
の
書
き
込
み
や
、
『
非
正
統

伝
』
と
い
う
偽
撰
祖
師
伝
修
正
の
試
み
を
、
栄
了
が
絵
解
き
講
釈
の

現
場
で
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
っ
た
の
か
、
詳
細
な
検
討
は
全
て

今
後
の
課
題
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
近
世
人
が
行
っ
た
多
様
な
読
書
の
一
ケ
ー
ス
ス
タ
デ

ィ
ー
と
し
て
、
福
山
藩
領
置
江
村
大
東
坊
の
蔵
書
を
分
析
し
た
。
同

旨
の
蔵
書
は
、
学
僧
大
慶
の
輩
出
を
決
定
的
な
契
機
と
し
て
形
成
さ

れ
て
お
り
、
書
物
へ
の
精
力
的
な
書
き
込
み
作
業
を
た
ど
る
こ
と
で
、

彼
の
読
書
の
有
り
様
を
極
め
て
具
体
的
に
明
ら
か
に
で
き
た
。
村
落

農
民
や
都
市
文
人
で
は
な
く
、
真
宗
教
団
に
属
す
る
一
学
僧
の
読
書

と
は
、
以
下
の
よ
う
な
特
色
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

　
学
僧
大
慶
の
読
書
行
為
が
特
徴
的
な
の
は
、
そ
れ
が
「
批
判
的
読

書
」
の
性
格
を
帯
び
て
い
る
点
で
あ
る
。
彼
は
わ
ざ
わ
ざ
収
集
し
た

書
物
の
幾
つ
か
に
、
「
偽
書
」
「
偽
撰
」
な
ど
マ
イ
ナ
ス
の
評
価
を
書

き
込
み
、
自
ら
の
価
値
基
準
に
そ
ぐ
わ
な
い
書
物
知
を
執
拗
に
断
罪

し
て
い
っ
た
。
特
に
真
宗
の
談
義
本
や
祖
師
伝
な
ど
卑
俗
と
さ
れ
る

書
物
へ
の
大
慶
の
批
評
は
手
厳
し
く
、
彼
は
高
田
派
作
成
の
祖
師
伝

『
正
統
伝
』
の
誤
り
を
告
発
す
る
た
め
、
自
ら
著
述
活
動
に
乗
り
出

す
ほ
ど
だ
っ
た
。

　
こ
こ
で
断
っ
て
お
く
と
、
大
慶
は
確
か
に
本
山
学
林
で
講
釈
も
行

う
ほ
ど
の
実
力
者
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
は
地
方
有
力
寺
院
の
六
男

坊
で
あ
り
、
決
し
て
エ
リ
ー
ト
学
僧
と
し
て
の
地
位
を
約
束
さ
れ
て

い
た
人
物
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
彼
も
出
版
隆
盛
期
と
い
わ
れ

る
江
戸
時
代
に
地
道
な
集
書
を
繰
り
返
せ
ば
、
「
読
者
」
か
ら
「
作

者
」
へ
の
転
身
が
可
能
だ
っ
た
。
近
年
の
書
物
史
研
究
の
盛
り
上
が

り
に
よ
っ
て
、
近
世
社
会
は
広
範
な
庶
民
読
者
層
の
確
立
し
た
時
代

と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に
分
厚
い
「
作
者
」

予
備
軍
の
誕
生
を
意
味
し
て
い
た
と
も
い
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
大
慶
の
『
非
正
統
伝
』
は
、
高
田
派
作
成
の
『
正
統

伝
』
一
語
一
句
に
詳
細
な
検
討
を
加
え
て
い
く
難
解
な
も
の
で
あ
り
、

決
し
て
庶
民
層
に
開
か
れ
た
著
述
活
動
だ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
し

か
し
、
そ
の
事
実
を
も
っ
て
、
彼
が
門
徒
大
衆
と
接
点
を
持
た
な
い

自
己
満
足
の
集
書
に
い
そ
し
ん
で
い
た
と
結
論
す
る
の
は
早
計
だ
ろ

う
。
彼
が
熱
心
に
集
書
し
た
真
宗
の
談
義
本
や
祖
師
伝
と
は
、
寺
院

翫
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で
行
わ
れ
る
法
話
を
介
し
て
絶
え
ず
一
般
大
衆
に
浸
透
し
て
い
く
可

能
性
を
有
し
て
い
た
。
近
世
の
学
僧
達
は
、
常
に
そ
う
し
た
書
物
の

影
響
力
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
難
解
に
み
え
る
著
述
活
動
を
行
っ
て

い
た
と
い
え
る
。

　
今
回
真
宗
学
僧
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
浮
き
彫
り
に
で
き
た

高
度
な
「
批
判
的
読
書
」
と
は
、
し
か
し
そ
の
背
後
に
存
在
す
る
広

範
な
庶
民
読
者
層
に
刺
激
さ
れ
つ
つ
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

【
註
】

ω
今
田
洋
三
『
江
戸
の
本
屋
さ
ん
』
（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
七

　
七
年
）
参
照
。

ω
横
田
冬
彦
「
近
世
民
衆
社
会
に
お
け
る
知
的
読
書
の
成
立
」
（
『
江

　
戸
の
思
想
』
五
号
、
一
九
九
七
年
置
。
な
お
、
同
「
益
軒
本
の
読
者
」

　
（
横
山
俊
夫
編
『
貝
原
益
軒
』
、
平
凡
社
、
「
九
九
五
年
）
・
同
「
近

　
世
村
落
社
会
に
お
け
る
〈
知
〉
の
問
題
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
五

　
九
号
、
一
九
九
八
年
）
も
併
せ
て
参
照
し
た
。

③
若
尾
政
希
『
「
太
平
記
読
み
」
の
時
代
』
（
平
凡
社
、
一
九
九
九
年
）
。

④
な
お
、
筆
者
が
こ
の
よ
う
に
指
摘
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
出
版
機

　
構
の
内
部
構
造
を
分
析
し
つ
つ
、
近
世
社
会
と
書
物
の
関
係
を
探

　
る
方
法
論
が
、
も
は
や
意
義
を
失
っ
た
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
こ

　
う
し
た
手
法
を
用
い
て
着
実
に
近
世
社
会
の
新
た
な
側
面
を
解
明

　
し
つ
つ
あ
る
研
究
に
は
、
里
言
久
美
子
『
武
鑑
出
版
と
近
世
社
会
』

　
（
東
洋
書
林
、
一
九
九
九
年
）
や
同
『
近
世
書
籍
文
化
論
』
（
吉
川
弘

　
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）
が
あ
る
。

⑧
若
尾
政
希
「
「
書
物
の
思
想
史
」
研
究
序
説
」
（
『
一
橋
論
叢
』
一

　
三
四
二
四
号
、
二
〇
〇
五
年
）
。

⑥
岡
村
敬
二
『
江
戸
の
蔵
書
家
た
ち
』
（
講
談
社
、
一
九
九
六
年
）
。

⑦
引
野
亨
輔
「
真
宗
談
義
本
の
近
世
的
展
開
」
（
『
日
本
歴
史
』
六
三

　
五
号
、
二
〇
〇
一
年
）
。

㈹
数
量
的
な
分
析
は
、
有
元
正
雄
『
真
宗
の
宗
教
社
会
史
』
（
吉
川
弘

　
文
館
、
一
九
九
五
年
）
に
詳
し
い
。

⑨
以
下
、
光
照
寺
に
関
し
て
は
、
福
尾
猛
市
郎
「
備
後
南
部
に
お
け

　
る
初
期
明
光
派
真
宗
教
団
に
関
す
る
新
知
見
」
（
小
倉
豊
文
編
『
地

　
域
社
会
と
宗
教
の
史
的
研
究
』
、
柳
原
書
店
、
一
九
六
三
年
）
、
重

　
松
明
久
「
芸
備
真
宗
教
団
の
展
開
」
（
『
広
島
県
史
　
総
説
』
、
一

　
九
八
四
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

㈹
「
大
東
坊
伝
記
」
（
『
藁
江
大
東
半
文
書
』
）
。

ω
「
王
制
一
新
記
」
（
『
藁
江
大
東
坊
文
書
』
）
。

朗
圭
室
文
雄
「
熊
本
藷
に
お
け
る
寺
院
の
実
態
」
（
下
編
『
民
衆
宗

　
教
の
構
造
と
系
譜
』
、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
五
年
）
。

q
3垂
曹
n
に
同
じ
。

吻
元
禄
・
享
保
と
い
っ
た
大
慶
誕
生
以
前
の
年
号
を
記
す
写
本
も
幾

　
つ
か
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
原
本
の
記
載
を
写
し
取
っ

駈つ



　
た
可
能
性
が
高
い
た
め
除
外
し
た
。

個
も
っ
と
も
、
著
名
な
高
僧
の
講
釈
を
聴
聞
記
録
し
た
時
な
ど
は
、

　
し
っ
か
り
と
清
書
し
た
上
で
蔵
書
印
を
施
し
、
そ
れ
自
体
を
立
派

　
な
教
学
書
と
し
て
扱
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
こ
う
し
た
講
釈

　
記
録
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
松
金
直
美
「
近
世
真
宗
に
お
け
る
〈
教

　
え
〉
伝
達
の
メ
デ
ィ
ア
」
（
『
大
谷
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
二
一
二

　
号
、
二
〇
〇
六
年
）
が
興
味
深
い
考
察
を
行
っ
て
い
る
。

獲
得
⑤
に
同
じ
。

㈹
慶
鷹
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
編
『
江
戸
時
代
書
林
出
版
書
籍
目
録
集

　
成
』
　
↓
～
三
巻
（
井
上
書
房
、
一
九
六
二
年
）
、
岡
村
氏
前
掲
書
。

個
引
野
亨
輔
「
近
世
真
宗
に
お
け
る
神
道
批
判
の
論
理
」
（
『
史
学
研

　
究
』
二
二
六
号
、
　
一
九
九
九
年
）
。

㈲
丸
印
・
四
角
印
両
方
が
施
さ
れ
る
蔵
書
は
他
に
も
幾
つ
か
存
在
す

　
る
が
、
作
業
の
都
合
上
、
今
回
は
全
て
丸
印
本
と
み
な
し
て
統
計

　
処
理
し
た
。

⑳
註
ω
に
同
じ
。

伽
横
田
冬
彦
「
『
徒
然
草
』
は
江
戸
文
学
か
？
」
（
『
歴
史
評
論
』
六

　
〇
五
号
、
二
〇
σ
○
年
）
。

⑳
註
ω
に
同
じ
。

⑳
千
葉
乗
隆
編
『
真
宗
史
料
集
成
五
』
（
同
朋
舎
、
　
一
九
八
三
年
）
二

　
八
～
四
九
頁
。

⑳
塩
谷
菊
美
『
真
宗
寺
院
由
緒
書
と
親
鶯
伝
』
（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
四

　
年
）
。

⑳
以
下
、
『
正
統
伝
』
及
び
『
非
正
統
伝
』
に
つ
い
て
は
、
妻
木
直
良

　
編
『
真
宗
全
書
六
七
』
（
蔵
経
書
院
、
］
九
一
三
年
）
や
平
松
令
三

　
編
『
真
宗
史
料
集
成
七
』
（
同
朋
舎
、
一
九
八
三
年
）
の
解
題
を
参

　
照
し
た
。

囲
ち
な
み
に
、
現
存
す
る
大
東
坊
蔵
書
か
ら
大
慶
著
述
の
書
物
を
探

　
る
と
、
『
六
物
図
随
行
記
』
『
神
代
難
聴
記
』
な
ど
い
ず
れ
も
彼
の

　
講
釈
を
第
三
者
が
記
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
『
非
正
統
伝
』
は
生
涯

　
初
に
し
て
唯
一
の
本
格
的
著
作
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

【
付
記
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜

本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
、
大
東
坊
の
ご
住
職
那
須
逸
雄
氏
に
は
大
変
　
　
逸

お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
謝
し
た
い
。


